
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の

植
民
地
経
営

(

上

)

1
1
Z
2巳

2
2
2
E
Z
を
中
心
と
し
て
i
l
l宇

八七六五四三二一

従
来
の
問
題
の
取
り
扱
い
(
一
)

船
舶
必
要
品
政
策
そ
の
も
の

従
来
の
問
題
の
取
り
扱
い
(
二
)

問
題
の
提
起

植
民
地
経
営
の
基
調
と
大
陸
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
造
の
独
自
性
(
以
上
本
号
)

船
舶
必
要
品
計
画
は
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
に
お
け
る
い
か
な
る
要
請
を
表
現
し
た
か

旧
植
民
地
体
制
に
ふ
く
ま
れ
た
諸
矛
盾
の
反
映
と
し
て
の
一
七
一
九
年
の

Z
毛
色
野
2
2
E
=

政
策
の
悪
循
環
と
諸
矛
盾
の
帰
結

治

田

よ士ヂ

局

造

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品

(
E
S
-
2
2
2
)
の
生
産
と
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
入
に
関
心
を

従
来
の
問
題
の
取
り
扱
い
(

一

)

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

九



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

。

し
め
し
た
の
は
、

一
六
一
ニ
二
年
に
は
じ
ま
る
。
け
れ
ど
も
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
、
そ
れ
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
、
種
々
の
計
画
お

よ
び
立
法
的
措
置
を
と
り
は
じ
め
る
に
い
た
っ
た
の
は
、

一
六
八

0
年
代
以
後
で
あ
り
、

と
く
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
示
し
た

の
は
、

一
六
九

0
年
代
か
ら
一
七
二

0
年
代
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
本
稿
で
、
船
舶
必
要
品
計
画
あ
る
い
は
船
舶
必
要
品
政
策
と
い
う
の

は
、
こ
の
時
期
に
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
く
に
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産

と
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
へ
の
輸
入
を
奨
励
促
進
す
る
た
め
に
採
用
し
た
一
連
の
諸
計
画
お
よ
び
諸
政
策
を
い
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
船
舶
必
要
口
問
政
策
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
そ
の
最
良
の
も
の
で
さ
え
も
、
こ
の
問
題
の
本
質
を
十
分
に
解
明

し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
本
稿
で
は
、
こ
の
船
舶
必
要
日
間
政
策
の
本
質
を
究
明
し
、

そ
れ
を
つ
う
じ
て
、

一
七
世
紀

末
お
よ
び
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
の
基
調
を
さ
ぐ
り
だ
そ
う
と
思
う
。

そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
従
来
の
取
り
扱
い
が
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
。

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
く
に
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
船
舶
必
要
品
の
生
産
と
輸
入
の
奨
励
促
進
に
最

大
の
関
心
を
し
め
し
た
の
は
、
さ
き
に
の
ベ
た
よ
う
に
、

一
六
九

0
年
代
か
ら
一
七
二

0
年
代
に
い
た
る
時
期
で
あ
る
。
当
時
こ
の
関
心

が
い
か
に
強
か
っ
た
か
は
、

一
七
二
二
年
の
船
舶
必
要
口
開
条
例
(
∞
の

g
Fロ
-
H
N〉

を
可
決
し
た
国
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
国
王
ジ
ョ

ー
ジ
一
世
が
一
七
一
一
一
年
一

O
月
下
院
で
、
植
民
地
か
ら
の
船
舶
必
要
品
の
供
給
の
重
大
性
を
指
摘
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
演
説
し
た
事

実
か
ら
も
十
分
に
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
船
舶
必
要
品
を
、
も
っ
と
も
容
易
な
、

か
つ
も
っ
と
も
危
険
の
少
な
い
条
件
で
、

わ
が
国
に
供
給
す
る
こ
と
は
、
国
会
の
注
意
と
配
麗
と
を
う
け
る
に
十
分
値
い
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
わ
が
国
の

植
民
地
は
、
わ
が
国
の
貿
易
お
よ
び
海
洋
支
配
力
の
こ
の
必
要
に
し
て
欠
く
べ
か
ら
、
ざ
る
部
分
の
た
め
の
材
料
の
大
部
分
を
、
豊
富
に
自

然
に
よ
っ
て
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
し
も
、

適
切
な
奨
励
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
が
、
今
日
、
諸
外
国
か
ら
購
入
し
、

運
ん
で
く



る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
船
舶
必
要
品
を
、
植
民
地
か
ら
供
給
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

こ
の
国
の
富
と
威
力
と
国
力
と

に
多
大
の
貢
献
な
あ
た
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

植
民
地
を
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
製
造
工
業
に
直
接
妨
害
と
な
る
製
造
正
業
を
創
立
し

わ
が
国
自
身
の
植
民
地
を
こ
の
有
益
か
つ
有
利
な
奉
仕
に
就
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、(1〉

経
営
す
る
方
向
か
ら
そ
ら
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」

と
船
舶
必
要
品
計
画
を
、

イ
ギ
リ
ス
の
緊
急
な
必
要
事
と
さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
の
当
時
の
闘
係
政
府
機
関
の
諸
記
録
お
よ
び
個

人
の
著
作
、
書
簡
に
お
い
て
、
右
の
国
王
の
一
演
説
の
な
か
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
船
舶
必
要
口
叩
の
バ
ル
チ
ッ
ク
諸
国
へ
の
イ
ギ
リ

ス
の
依
存
性
を
脱
却
す
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
七
一
七
年
の
商
務
局
の
報

告
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
理
由
は
、
(
一
〉
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
見
返
物
資
を
生
産
さ
せ
る
こ
と
、
(
二
)
諸
外
国
か
ら
の
そ
れ

の
輸
入
に
た
い
す
る
支
払
い
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
鋳
貨
が
流
出
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
、
(
一
一
一
)
イ
ギ
リ
ス
の
梅
運
業
を
奨
励
し
、

海
員
を
養
成
す
る
こ
と
、

(
四
)
北
方
主
国
が
船
舶
必
要
口
問
を
独
占
す
る
の
を
妨
げ
、

」
れ
ら
諸
国
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
依
存
性
、

と
く
に
戦
争
中
に
お
け
る
こ
の
依
存
性
の
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
、

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
の

代
表
的
な
重
商
主
義
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
は
一
七
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
著
作
ヘ
H
M
N
h
3

句、。ヘ吋
E
b
の
な
か
で
、
船
舶
必
要

品
計
画
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、

右
の
商
務
局
の
報
告
と
ま
っ
た
く
同
一
の
観
点
に
た
ち
、

こ
の
計
画
の

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
た
い
す
る
政
策
上
の
効
果
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
お
よ
び
海
員
に
あ
た
え
る
影
響
を
論
じ
る
と
と
も
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
計
画
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
に
た
い
す
る
船
舶
必
要
品
の
依
存
性
か

ら
解
放
し
、
同
時
に
、
と
れ
ら
の
諸
国
に
た
い
す
る
年
額
二

O
万
ポ
ン
ド
の
逆
の
貿
易
差
額
を
支
払
う
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
貴
金
属

の
流
出
を
節
約
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
へ
の
依
存
は
、
パ
ル
チ
ッ
ク
地
域
に
お
け
る
勢
力
の
均
衡
が
破
れ
る
ば
あ
い
に
は
、

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
一一

わ
れ
、
自
給
化
が
可
能
と
な
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
自
身
の
植
民
地
で
船
舶
必
要
口
聞
の
生
産
が
お
こ
な

(
2
)
 

イ
ギ
リ
ス
の
国
防
上
き
わ
め
て
有
利
で
あ
る
、
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
豊
富
な
専
門
的
知
識
の
ゆ
え

国
防
上
の
見
地
か
ら
み
て
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
が
、

に
、
商
務
局
か
ら
要
請
さ
れ
て
、
船
舶
必
要
口
問
計
画
に
参
画
し
、

ウ
ッ
ド
と
な
ら
ん
で
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
、

か
つ
戦
闘
的
な
重
商
主

義
者
と
称
せ
ら
れ
る
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ジ
ー
も
、

ま
た
、
植
民
地
経
営
に
か
ん
す
る
か
れ
の
従
来
の
見
解
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
一
七
二
九

年
に
出
版
し
た
そ
の
著
作
、

叫
4
F同
叫

4「
b
h同
町

QMHR叫
見
応
刊
に
h
b
H
S
B

。¥
C
「
E
N
切
之
官
言
。
巴
暗
号
凡
人
一
向
「
句
、
の
な
か
で
、

と
く
に
そ
の
第

二
九
章
ー
に
お
い
て
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
タ

i
ル
会
社
に
よ
る
独
占
と
、
大
麻
、

亜
麻
の
ロ
シ
ア

の
独
占
を
指
摘
し
、

(
3
)
 

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
国
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
正
貨
流
出
の
損
失
と
植
民
地
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
奨
励
を
強
調

ア
メ
リ
カ
植
民
地
史
に
か
ん
す
る
研
究
者
た
ち
も
ま
た
、
こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
関
係
政
府
機
関
の
諸
記
録

や
個
人
の
著
作
や
書
簡
に
依
拠
し
て
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
深
い
検
討
を
加
え
な
い
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
表
面

的
に
示
さ
れ
て
い
る
右
の
よ
う
な
叙
述
を
そ
の
ま
ま
う
け
い
れ
て
、
船
舶
必
要
口
問
計
画
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
必
要
性
の
主
要
な
理
由

を
、
多
か
れ
少
か
れ
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
独
占
と
そ
れ
に
依
存
す
る
こ
と
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
危
険
性
か
ら
の
脱
却
に
も

と
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

エ
リ
ナ

l

・
L
・
ロ
l
、ドの

H
R
p
h
h
H
3
R
N

同
旬
、
町
立
さ
き
な
宮

H
F
司
凶
え
た
込
町
。
向
。
ミ
2

0

¥

見
。
之
、
v

み
さ
司
三
円
b
w
H
W
H
E
H
H
H
2
p
H
∞ゆ∞・

3)・
H

E

は
、
全
巻
が
船
舶
必
要
品
計
画
の
専
門
的
研
究
に
捧
げ
ら
れ
吃
労
作
で
あ
る
が
、

一
七

O
五
年
か
ら
は
じ
ま
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
船
舶
必
要
品
の
輸
入
に
た
い
す
る
奨
励
金
交
付
制
度
を
も
た
ら
し

著
者
は
こ

の
研
究
の
な
か
で

た
原
因
を
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
タ

1
ル
会
社
に
よ
る
独
占
に
も
と
め
、

(
4
)
 

を
、
こ
れ
に
た
い
す
る
対
抗
手
段
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
七

O
五
年
か
ら
は
じ
ま
る
奨
励
金
の
交
付

ハ
ー
バ
ー
ド
・

L
・
オ
ズ
グ
ッ
ド
も
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
か
ん
す
る



策
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、

か
れ
の
金
大
な
労
作
与
さ
向
ミ
円

S
。
。
向
。
誌
な
h
S
N
F
同
阿
古
宮
町
内
ミ
F

内

S
Eミ・

5
訟
の
第
一
巻
、

(
5
)
 

か
れ
の
見
解
も
主
た
、
右
と
同
じ
立
場
に
た
っ
て
い
る
。

第
一
一
立
辛
で
、

船
舶
必
要
口
問
政

な
る
ほ
ど
、

一
七
世
紀
末
お
よ
び
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
海
平
お
よ
び
海
運
業
に
必
要
な
船
舶
必
要
品
を
イ

ー
ス
ト
ラ
ン
ド
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
H

ア
ン
女
王
戦
争
(
一
七

O
一
年

i
一
七
一
四

の
勃
発
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
タ
ー
ル
会
社
の
設
立
と
は
、

(
6
)
 

〉

sown-也
〔
円
-
H
C
〕
)
の
制
定
会
促
進
し
た
広
接
の
契
機
で
あ
る
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
。

出4
8 
¥ーJ

一
七

O
四
〔
五
〕
伎
の
船
舶
必
要
口
四
条
例
(
ω
h
v
A

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
諸
見
解
に
反
し
て
、

カ

l
テ
ィ
ス
・

p
・
ネ
ツ
テ
ル
ズ
は
、
船
舶
必
要
品
政
策
を
専
門
的
に
論
究
し
土
か
れ

の
旧
稿
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

「
こ
の
論
議
は
一
つ
の
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の

船
舶
必
要
品
数
策
に
よ
っ
一
て
、
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
北
部
植
民
地
が
イ

(
7
)
 

ギ
リ
ス
製
品
を
支
払
い
う
る
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
か
一
と
。

そ
こ
で
、

わ
れ
わ
れ
は
、
右
の
問
題
に
つ
い
て
、
事
実
の
検
討
に
移
ろ
う
。

一
七
世
紀
中
葉
か
ら
は
じ
ま
る
。

(
8
)
 

六
四
九
伝
は
造
船
業
の
歴
史
に
お
け
る
き
わ
め
て
草
要
た
時
期
で
あ
る
。
」

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
造
船
業
の
急
速
な
発
展
は
、

R
-
w
-
K
・
ヒ
ン
ト
ン
に
し
た
が
え
ば
、

一「

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
お
よ
び
チ
ア
ー
ル
ズ
二
世
の
治
位
下
に
お
け

る
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
・
経
済
的
な
諸
々
の
照
史
的
出
来
事
、
と
く
に
一
二
凹
巳
わ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
一
交
戦
お
よ
び
ス
チ
ェ
ア

l
ト
朝
復

活
以
後
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
商
業
の
発
展
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
艦
隊
と
商
船
隊
の
い
ち
じ
る
し
い
拡
張
を
必
要
と
し
、

そ
れ
の
拡
張

は
イ
ギ
リ
ス
の
造
船
業
の
急
速
な
発
展
を
刺
澱
し
た
。
そ
し
て
造
船
業
の
一
発
展
は
当
然
に
、
低
廉
な
、
確
実
な
船
舶
必
要
口
叩
を
こ
の
造
船

業
に
供
給
す
る
必
要
を
L

巴
ひ
お
こ
し
、

そ
の
結
果
、

イ
ギ
リ
ス
の
パ
ル
チ
ッ
ク
諸
国
に
た
い
す
る
船
舶
必
要
品
の
増
大
し
た
需
要
と
と
れ

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
〈
上
)
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第
一
表
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
輸
出
入
(
単
位
ポ
ン
ド
〕

デ
ン
マ
{
ク
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
イ
{
ス
ト
・
カ
ン
ツ
リ
ー
※

ム日
、
計

ノ
ノ
レ
ウ
ェ
ー

輸
入
6
4
，0
0
0
 

150
，∞
o
 

152
，000 

366
，0
0
0
 

1697 
輸
出
8
0
，0
0
0
 

41
，0
0
0
 

126
，000 

2
4
7
，0
0
0
 

輸
入
91
，0
∞
 

2
1
9
，0
0
0
 

197
，0
0
0
 

508
，0
0
0
 

1698 
輸
出
3
7
，0
0
0
 

52
，0
0
0
 

150
，0
0
0
 

2
4
0
，0
0
0
 

輸
入
8
7
，0
0
0
 

246
，0
0
0
 

225
，0
0
0
 

5
5
7
，0
0
0
 

1699 
輸
出
3
8
，0
0
0
 

5
8
，0
0
0
 

166
，0
0
0
 

261
，0
0
0
 

※
(
イ
ー
ス
ト
・
カ
ン
ツ
リ
ー
と
は
，
パ
ノ
レ
チ
ッ
ク
海
の
南
部
お
よ
び
東
部
の
全
体
に
わ
た
る
地
域
で
あ
る
)

(R. W
.
 K. H
i
n
t
o
n，
 Th
e
 E
a
s
t
l
a
n
d
 T
r
a
d
e
 a
n
d
 the 
C
o
m
m
o
n
 W
e
a
l
 in 
the 
Seventeenth Centry. C

a
m
b
r
i
d
g
e，
 

1959
，
 p. 
112
か
ら
引
用
〉

第
二
表
イ
ギ
リ
ス
の
イ
}
ス
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
船
舶
必
要
品
の
輸
入
額
(
単
位
ポ
ン
ド
〉

鉄
大
麻
木

リ
シ
ネ
ノ
レ
及

材
び
カ
ン
バ
ス
ピ
タ
ッ
チ
ー
及
びノレ
ポ
タ
ツ
シ
ュ
亜
麻
そ
の
他
合
計

1697 
124
，0
0
0
 
6
2
，0
0
0
 
6
2
，0
0
0
 
30
，0
0
0
 
2
7
，0
0
0
 
22
，0
0
0
 
14
，0
0
0
 
366
，0
0
0
 

1698 
1
4
7
，0
0
0
 
9
8
，0
0
0
 
106
，0
0
0
 
4
6
，0
0
0
 
4
2
，0
0
0
 
2
5
，0
0
0
 
13
，000 
508
，000 

1699 
166
，0
0
0
 
117
，0
0
0
 
8
3
，0
0
0
 
39
，0
0
0
 
31
，0
0
0
 
14
，0
0
0
 
4
4
，000 
5
5
7
，0
0
0
 

(Hinton
，
 op. cit.
，
 
p. 
113
か
ら
引
用
〕



ら
諸
国
か
ら
の
輸
入
貿
易
の
拡
大
を
急
速
に
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。

一
六
七
三
年
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
の
特
権
の
制
限
と
部
分
的
な

自
由
化
は
、
直
接
的
に
は
、
急
速
に
拡
張
す
る
イ
ギ
リ
ス
造
船
業
の
要
求
に
答
え
て
、
こ
の
地
域
か
ら
の
船
舶
必
要
品
の
輸
入
貿
易
を
拡

大
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
九
日
。
つ
ぎ
に
、

一
七
世
紀
末
に
お
け
る
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
入
貿
易
額
と
イ
ー
ス
ト
ラ

ソ
ド
か
ら
の
舶
船
必
要
品
の
輸
入
額
を
し
め
ぜ
ば
、
第
一
表
お
よ
び
第
二
表
の
よ
う
で
あ
る
。

第
二
表
に
よ
れ
ば
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
超
過
額
は
、

一
六
九
七
年
に
は
一
万
九

O
O
O
ポ
ン

ド

一
六
九
八
年
に
は
二
六
万
八

0
0
0ポ
ン
ド
、

一
六
九
九
年
に
は
二
九
万
六

0
0
0ポ
ン
ド
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
六
九
七
年
を
の

ぞ
け
ば
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
は
、
重
商
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
つ
ね
に
強
調
き
れ
て
き
た
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
毎
年

ニO
万
ポ
ン
ド
以
上
の
輸
入
超
過
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
入
超
額
は
、
そ
の
す
べ
て
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
貴
金
属
の
流
出
を
生
ぜ
し

め
た
の
で
は
な
い
。

ヒ
ン
ト
ン
の
研
究
に
し
た
が
え
ば
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
貿
易
の
う
ち
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
銀
の
流
出
を
生
守
せ
し
め
た

の
は
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
貿
易
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
他
域
と
の
貿
易
に
お
い
て
は
、

銀
の
流
出
は
生
じ
て
い
な
い
。

か
れ
は
い
う
、

一寸

ノ

ル
ウ
ェ

l
貿
易
に
お
い
て
は
、
実
際
に
、
銀
の
輸
出
に
つ
い
て
の
再
三
の
証
拠
が
あ
る
。
:
:
:
け
れ
ど
も
、
同
じ
こ
と
は
、

イ
ー
ス
ト
ラ

γ
ド
貿
易
の
他
の
部
分
に
つ
い
は
、

か
な
ら
、
ず
し
も
当
ら
な
い
。
:
:
:
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
は
、
恐
ら
く
、
イ
ギ
リ
ス

(
叩
)

ま
た
他
の
ど
の
場
所
か
ら
も
、
銀
の
輸
出
を
生
。
せ
し
め
な
か
っ
た
」
と
。
ヒ
シ
ト
ン
の
こ
の
指
摘
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ

か
ら
も
、

る。
イ
ギ
リ
ス
の
重
商
主
義
者
た
ち
が
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
船
舶
必
要
品
の
供
給
に
た
い
す
る
依
存
性
を
重
大
視
し
た
こ
と
の
理
由

』工

一
つ
に
は
国
防
上
の
見
地
か
ら
の
危
険
性
と
い
う
と
と
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
重
商
主
義
に
伝
統
的
な
貿
易
理
論
か
ら

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
経
済
的
損
失
を
あ
た
え
る
こ
の
地
域
へ
の
銀
の
流
出
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
諸
資
料
の
記
述
か

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
ハ
上
)

一
三
五



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
〈
上
〉

一一二六

ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
実
際
に
は
、
重
商
主
義
者
た
ち
の
こ
の
強
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銀
の
一
流
出
は
、
ヒ
ン
ト
ン
の
示
す

よ
う
に
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
貿
易
や
た
け
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
七
世
紀
末
お
よ
び
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
重

商
主
義
者
た
ち
が
、
国
防
上
の
見
地
と
相
手
国
の
船
舶
必
要
品
の
独
占
政
策
の
ゆ
え
に
、
重
大
視
し
た
の
は
、
あ
と
で
の
ベ
る
上
う
に
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
貿
易
全
体
で
は
な
く
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
貿
易
だ
け
で
あ
り
、

し
か
も
、
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
貿
易
に
お
い
て
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
銀
の
流
出
は
み
う
け
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
事
実
は
、
重
商
主
養
者
た
ち
の
銀
の
流
出
に
つ
い
て
の
強
調
は
、

か
れ
ら
の
重
大
視

す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
貿
易
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

な
ん
ら
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
こ
と
は
、

い
っ
た
い
、
な
に
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
ろ
か
。
そ
れ
は
、

つ
ま
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
船
舶
必
要
品
計
画
は
第

一
義
的
に
は
、
植
民
地
経
営
そ
れ
自
身
の
た
め
の
政
策
で
あ
っ
て
、

イ
ー
ス
ト
ラ
シ
ド
貿
易
の
改
善
と
い
う
こ
と
は
、
副
次
的
な
意
義
し

か
も
た
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ぎ
に
、
船
舶
必
要
ロ
聞
の
各
項
目
を
そ
の
生
産
地
別
に
み
よ
う
。

一
口
に
船
舶
必
要
品
と
い
っ
て
も
、
そ
の
な
か
に
は
、
使
用
価
値
を

」
と
に
す
る
各
種
の
資
材
、
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

一
七
世
紀
お
よ
び
一
八
世
紀
の
造
船
技
術
の
も
と
で
は
、
第
三
表
に
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
、

マ
ス
ト
を
ふ
く
む
造
船
用
木
材
、
大
麻
、
亜
麻
、

リ
ン
ネ
ル
・
カ
ン
バ
ス
、
鉄
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
、

ポ
タ
ッ
シ

ュ
お
土
、
ひ
テ
レ
ピ
ン
油
、

ロ
ジ
ン
な
ど
の
広
範
な
資
材
じ
わ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ス
ト
お
よ
び
特
定
の
木
材
を
の
ぞ
け
ば
、
と
れ
ら
の

資
材
の
大
部
分
は
、
他
の
工
業
の
原
料
に
も
使
用
さ
れ
、
鉄
の
ご
と
き
は
、
鉄
工
業
の
基
礎
原
料
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
諸
資
材
の
う
ち
、
「
も
っ
と
も
絶
対
的
に
必
要
な
設
備
」
(
ジ
ョ
ン
・
ホ
ラ

γ
ド
)
で
あ
る
大
麻
は
そ
の
大
部
分
が
ロ
シ
ア

か
ら
輸
入
さ
れ
、
最
良
質
の
も
の
は
リ
ガ
の
大
麻
で
あ
っ
た
。

マ
ス
ト
も
そ
の
最
適
の
大
き
さ
の
も
の
は
リ
ガ
の
マ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
船
大
工
が
好
ん
だ
縦
の
柱
は
パ
ル
チ
ッ
グ
海
の
後
方
地
域
か
ら
生
産
さ
れ
、
円
材
お
よ
び
縦
板
・
松
板
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
供



給
さ
れ
た
。
樫
の
長
板
は
主
と
し
て
ダ
ン
チ
ツ
ヒ
、

ヶ
i
ニ
ツ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
お
よ
び
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ち
供
給
さ
れ
た
。

タ

ノレ

ピ
ッ
チ

お
よ
び
欽
だ
け
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
貿
易
は
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
貿
易
の
う
ち
最
大
の
貿
易
部
門
を

し
め
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
貿
易
に
依
存
し
た
の
は
、
右
の
一
一
一
つ
の
資
材
だ
け
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ア
ン
女
王
戦
争
の
直
前
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
タ

l
ル
会
社
を
設
立
し
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
の
独
占
貿
易
を
樹
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
の
生
産
者

が
こ
の
会
社
以
外
に
そ
の
生
産
物
を
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、

ま
た
、
外
国
船
舶
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
会
社
と
関
係
の
な
い
ス
ウ
ェ

I

デ
ン
船
舶
が
タ

l
ル
、
ピ
ッ
チ
な
船
積
み
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
引
き
渡
し
地
を
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
港
で
は
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
の
港
に
限
定
し
た
。

か
く
し
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
の
独
占
価
格
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
貿
易

か
ら
生
じ
る
運
賃
を
独
占
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
に
た
い
す
る
船
舶
必
要
品
の
一
依
存
性
に
重
商
主
義
者
た
ち
が
関
心
を
い

っ
そ
う
高
め
た
の
は
、

ア
ン
女
王
戦
争
勃
発
前
夜
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
こ
の
よ
う
な
タ

l
ル
、
ピ
ッ
チ
の
独
占
政
策
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、

一
七

O
凹
〔
五
〕
年
の
船
舶
必
要
品
条
例
は
、

タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
だ
け
に
か
、
き
ら
ず
、

ロ
ジ
ン
、
テ
レ
ビ
ン
油
、
大
麻
、
マ
ス

ト
肋
一
一
可
を
対
象
と
し
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
生
産
奨
励
と
そ
れ
の
輸
入
に
た
い
す
る
奨
励
金
の
交
付
を
規
定
し
て
レ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ

(
日
)

ル
l
プ
に
た
い
す
る
船
舶
必
要
品
計
画
は
、
第
一
義
的
に
は
ず
」
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
ネ
ッ
テ
ル
ズ
も
指
摘
し
て
い
る
が
)
、
植

で
は
、
こ
の
こ
と
は
、

い
っ
た
い
、
な
に
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

つ
ま
り
、

民
地
経
営
そ
れ
自
身
の
政
策
で
あ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
へ
た
い
す
る
船
艇
必
要
品
の
依
存
性
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ
と

は
、
副
次
的
な
意
義
し
か
も
た
ぬ
こ
と
を
、
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
事
実
は
、
船
舶
必
要
ロ
山
政
策
は
、
第
一
義
的
に
は
、
植
民
地
経
営
そ
れ
自
身
の
た
め
の
政
策
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
へ
の
船
舶
必
要
品
の
依
存
性

)
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
ワ
ス
重
商
主
義
の
粧
民
地
経
営
(
上
)

一七



一
八
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

八

か
ら
の
脱
却
と
こ
の
貿
易
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
逆
の
貿
易
差
額
の
好
転
と
い
う
、
こ
の
政
策
に
ふ
く
ま
れ
た
側
面
を
ま
っ
た
く
否
定

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
逆
の
誤
ち
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
、
貿
易
差
額
の
問
題
は
、
重
商
主
義
の
貿
易
理
論
の
主
礎
を
な
す
も

の
で
あ
る
か
ら
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
船
舶
必
要
ロ
聞
の
輸
入
を
、
従
属
的
構
成
部
分
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
か
ら
の
輸
入
に
置
き

か
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
逆
の
貿
易
差
額
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
の
政
策
の
こ
の
側
面
は
、

イ
ギ
リ
ス
章
一
商

主
義
政
策
の
全
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
け
っ
し
て
無
視
さ
れ
え
な
い
そ
れ
の
重
要
な
一
環
で
あ
り
、

」
の
側
面
は
、

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
経

告
の
た
め
の
政
策
と
い
う
も
う
一
つ
の
側
面
と
有
機
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
船
舶
必

要
品
政
策
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
側
面
の
う
ち
、

い
ず
れ
の
側
面
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
解
答
は
、

こ
の
政
策
の
主
要
な
側
面
は
、
植
民
地
経
営
そ
れ
自
身
の
た
め
の
政
策
と
い
う
そ
れ
の
側

面
に
も
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
は
、
船
舶
必
要
日
間
政
策
に
お
い
て
、
そ
の
旧
植
昆
地
体
制
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
要
請
を
、

ア
メ
リ

カ
植
民
地
で
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
本
来
答
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
問
題
を
具
体

的
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、

船
舶
必
要
品
政
策
そ
の
も
の
、

お
よ
び
そ
の
他
の
一
連
の
関
連
事
項
を
、

ま
ず
、

明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
必
要
品
政
策
そ
の
も
の

さ
き
に
、
簡
単
に
言
及
し
た
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
本
国
が
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
と
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
へ

の
輸
入
に
関
心
を
し
め
し
た
の
は
、
す
で
に
二
ハ
三
二
年
に
は
じ
き
り
、

一
六
五
三
年
に
は
、
植
民
地
の
マ
ス
ト
お
よ
び
タ
ー
ル
の
イ
ギ



リ
ス
へ
の
輸
入
、
が
木
国
政
府
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
、

一
六
六
四
年
の
煙
草
恐
慌
の
時
期
に
、
そ
れ
の
対
策
と
し
て

南
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
煙
草
山
出
十
民
の
船
舶
必
要
口
問
生
産
へ
の
転
換
と
イ
ギ
リ
ス
へ
の
船
舶
必
要
口
聞
の
無
関
税
輸
入
が
本
国
政
府

に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
初
期
の
政
策
に
お
い
て
は
、

の
ち
の
船
舶
必
要
品
計
画
が
各
種
の
船
舶
必
要
品
を
対
象
と
し

た
の
に
反
し
、
主
と
し
て
マ
ス
ト
だ
け
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、

の
ち
の
計
画
が
主
と
し
て
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し

た
の
に
反
し
、
大
陸
南
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
対
象
と
さ
れ
℃
お
り
、

さ
ら
に
、

の
ち
の
計
画
が
系
統
的
に
試
み
ら
れ
た
の
に
反
し
、
恐

慌
対
策
と
い
う
よ
う
な
対
処
的
方
策
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。

船
舶
必
要
口
問
計
画
が
、
そ
の
対
象
を
、

マ
ス
ト
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
各
種
の
資
材
を
ふ
く
め
て
の
船
舶
必
要
品
に
ま
で
拡
大
し
、

そ
れ
ら
の
生
産
と
輸
入
を
奨
励
し
、
そ
の
対
象
地
域
を
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
き
、
そ
し
て
こ
の
計
画
が
系
統
的
に
立
案
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
の
ほ
、

一
六
八

0
年
代
以
降
の
時
期
に
お
い
て
で
あ
り
、

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
こ
の
計
画
に
積
極
的
に
着
手

し
た
の
は
、

一
六
九

0
年
代
か
ら
一
七
二

0
年
代
に
い
た
る
時
期
に
お
い
て
で
あ
る
。
と
の
時
期
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
計
画
は
、

'-

h 

を
つ
ぎ
の
三
つ
の
ケ
l
ス
に
区
別
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
一
)
特
許
会
社
に
よ
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
の
試
み
、
(
二
)
輸

入
奨
励
金
交
付
制
度
、
(
三
)
外
国
人
移
住
民
に
よ
る
船
舶
必
要
品
生
産
の
試
み
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

(

一

)

特
許
会
社
に
よ
る
船
舶
必
妥
品
生
産
の
試
み

イ
ギ
リ
ス
政
府
、
が
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
計
画
を
積
極
的
に
立
案
す
る
最
初
の
動
因
と
な
っ
た
も
の
は
、

ア
メ
リ

カ
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
を
そ
の
業
務
と
す
る
特
許
会
社
設
立
の
請
顕
で
あ
っ
た
。
最
初
の
請
願
は
、
サ

l
・
マ
シ
ュ

i
・

ダ
ド
リ
と
か
れ
に
協
力
す
る
約
一

C
O人
の
イ
ギ
リ
ス
荷
人
の
団
体
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
か
れ
ら
の
請
願
は
二
種
類
に
わ
か
れ
る
。

第
一
回
目
の
請
願
は
、
名
誉
革
命
の
直
前
の
一
六
八
七
年
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
が
、
こ
の
請
願
に
お
い
て
は
、
船
舶
必
要
品
の
生

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

二
二
九



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
荒
商
主
義
の
植
民
地
経
蛍
(
と
)

四
0 

産
に
は
関
係
な
く
、
植
民
地
に
お
け
る
銅
、
鉄
、
鈷
の
生
産
の
た
め
に
資
本
金
一

O
万
ポ
ン
ド
の
独
占
会
社
を
設
立
す
る
た
め
の
特
許
状

の
獲
得
が
申
議
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
名
誉
革
命
の
勃
発
は
本
国
政
府
に
お
け
る
こ
の
一
請
願
の
宥
議
を
中
断
き
せ
た
。
第
二
回
目
の
ダ
ト

リ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
特
許
状
の
請
願
は
、

一
六
九
一
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
商
人
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
一
第
二
回
目
の
請
願
の
一
当
初

に
お
い
て
は
、

6
0
2
5
2
8仏
わ
。
B
宮
ミ
C
H

〉
仏
語
ロ

Z
2
5
0向
子
切
り

2
8
4
2可
出
足
当

2
Eロ
m
o『
匡
包
巾
印
日
ロ
門
田

ζ
5巾
E
r
B

C
E
H
叶

2
5
0与
え

Z
2、
開
口

m-s弓
と
い
う
名
称
の
も
と
に
、
独
占
会
社
の
設
立
の
た
め
の
特
許
状
を
申
強
請
し
た
c

し
お、

L 

一
六
九

二
年
に
は
会
社
設
立
の
要
項
の
な
か
に
、

マ
ス
ト
、
ピ
ッ
チ
、

タ
ー
ル
の
生
産
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
企
業
範
囲
は
船
舶
必
要
品
め
生
産
に

ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
後
、
会
社
の
計
画
の
な
か
か
ら
金
高
生
産
は
落
脱
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
、
船
舶
必
要
品
の
生
産

が
中
心
的
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
本
国
の
政
策
決
定
に
関
係
あ
る
政
府
諸
機
関
は
、
ダ
ド
レ
・
グ
ル
ー
プ
の
こ
の
計
画
に
賛
意
を
も
っ
た
が
、
そ
れ
が
最
終
的

に
決
定
さ
れ
る
以
前
に
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
植
民
地
当
局
に
、
こ
の
計
画
を
照
会
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
、
他
の
関
係

者
た
ち
か
ら
も
、
同
じ
よ
う
な
特
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
請
願
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
ジ
ョ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
か
ら
の
請
顕
で
あ
り
、

も
う
一
つ
ほ
、

カ

1
ニ
ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ジ
ェ
ト
か
ら
で
あ
っ
た
。
前
者
ば
、

一
六
六
五
』
平
か
ら
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
た
い
す
る
マ
ス

ト
供
給
の
契
約
者
で
あ
り
、
後
者
は
ニ

1
1
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
で
あ
っ
た
。

リ
ジ
ェ
ト
は
そ
の
詰
願
の
た
か
で
、
船
舶
必
要
品
生
産

を
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
定
し

そ
れ
の
生
産
の
目
的
は
、

一ュ

1
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
返
物
資
を
あ
た
え
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
輸
入
品
の
市
場
を
拡
大
す
る
a

」
と
に
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

本
国
政
府
か
ら
の
照
会
に
接
し
た
植
民
山
地
当
局
は
、

(
辺
)

出
ぬ
巾
己
サ

l

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
お
よ
び
サ
・
ヘ
ン
リ

l

・
ア
シ
ュ
ア

i
ス
ト
は
、

ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
反
対
し
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
の

一
六
九
四
年
以
後
、
繰
り
返
え
し
て



ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
請
願
に
許
可
を
あ
た
え
る
こ
と
に
公
然
と
反
対
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、

か
れ
ら
自
身
も
植
民
地
の
船
舶
必
要
品

生
産
の
た
め
の
特
許
会
社
設
立
の
請
願
を
お
こ
な
い
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
船
舶
必
要
品
の
見
木
を
送
る
こ
と
会
提
察
し
た
。

一
八
ヵ
月
の
の
ち
に
見
本
は
送
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
海
運
当
局
に
よ
っ
て
、
従
来
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
口
聞
に
く
ら
べ

て
品
質
の
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、

か
れ
ら
の
計
画
は
そ
の
後
発
展
し
な
か
っ
た
c

エ
ヴ
ア
ン
ズ
H

ア
シ
ュ
ア

I
ト
の
計
画
は
、

本
来
は
会
社
設
立
そ
の
も
の
が
目
的
で
な
く
、
ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
反
対
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ

の
計
画
に
た
い
す
る
反
対
は
、

主
た
こ
の
計
画
に
参
加
し
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
人
か
ら
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

植
民
地
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
反
対
の
た
め
に
こ
の
計
画
の
政
府
に
よ
る
審
議
は
棚
上
げ
さ
れ
、
そ
の
後
、

(
日
)

主
で
は
、
ダ
ド
レ
・
グ
ル
ー
プ
の
請
願
に
関
す
る
政
府
機
関
の
記
緑
は
な
い
。
か
く
し
て
、
ダ
ド
レ
・
グ
ル
ー
プ
は
独
占
的
な
特
権
会
社

一
七

O
四
年
四
月
一
八
日

設
立
の
た
め
の
特
許
状
の
獲
得
に
失
敗
し
た
が
、

か
れ
ら
の
請
願
は
、

一
八
年
間
も
長
く
つ
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
請
願
と
同
じ
よ
う
に
特
許
状
に
も
と
づ
く
独
占
会
社
設
立
の
も
う
一
つ
別
の
請
願
は
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
入
会

社
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
一
代
表
者
ト

l
マ
ス
・
バ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
一
七

O
一一

に
お
と
な
わ
れ
た
請
願
に
お
い
て

は
、
パ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
会
社
設
立
に
よ
っ
て
カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
の
船
舶
必
要
品
の
生
産
と
貿
易
と
を
独
占
し
よ
う
と
計
画
し
た

ぢ、

こ
の
請
願
も
ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
同
様
に
失
敗
し
た
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
諸
々
の
独
占
的
特
許
会
社
の
設
立
の
試
み
が
失
敗
し
た
理
由
は
、

一
般
的
に
は
、

一
七
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の

資
本
主
義
の
発
展
は
も
は
や
い
か
な
る
特
権
的
な
独
占
会
社
の
存
在
と
も
両
立
し
え
な
い
段
階
に
ま
で
到
達
し
亡
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
、

イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
の
特
権
の
制
限
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
後
退
、

ロ
イ
ア
ル
・
ア
フ
リ
カ
会
社
の
特
許
状
の
喪
失
に
よ
っ

て
明
白
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
で
も
百
接
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
計
画
に
参
加

L
な
い
商
人
お
よ
び
植
民
地
の
商
人
お
よ
び
小
長
民

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
〉

四



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

四

の
こ
の
計
画
に
た
い
す
る
反
対
が
大
き
い
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

と
く
に
ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
た
い
す
る
反
対
に
鋭

く
表
明
さ
れ
た
。
植
民
地
の
白
唱
巳
ア
ジ
ュ
ブ
ー
ス
ト
は
ダ
ト
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
反
対
す
る
理
由
を
九
つ
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ

の
主
要
な
も
の
は
、
こ
の
計
画
は
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貿
易
と
商
業
を
独
占
L
、
植
民
地
商
業
資
本
に
破
滅
的
な
結
果
を
あ
た
え

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
小
農
員
の
一
反
対
は
、
第
一
回
目
の
請
願
に
ふ
〈
ま
れ
た
広
大
な
土
地
交
付
の
要
求
が
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
小
農
民
の
土
地
要
求
と
衡
突
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
植
民
地
側
の
反
対
闘
争
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
は
、
あ
と
で
も
う

一
度
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

/戸、

一
'--" 

奨
励
金
交
付
制
度

ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
計
画
の
坐
折
は
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
船
舶
必
要
品
政
策
を
一
時
後
退
さ
せ
た
が
、

一
六
九
六
年
の
商
務
局
H
貿

易
・
植
民
地
委
員
会
(
切
0
2与
え
叶

E
号
日
一
戸
。

E
E
n
o
g
B
E目
。
日
添
え
吋

E
骨
自
弘
司
F
E
E
t
c
g
)
の
創
設
と
と
も
に
、

ふ
た
た
び
新

し
い
気
運
を
お
び
る
に
い
た
っ
た
。
商
務
局
は
、
こ
の
政
策
を
系
統
的
に
促
進
す
る
た
め
に
、
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
生
産
の
実

状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
四
人
の
調
査
委
員
を
任
命
し
た
。
そ
の
う
ち
二
名
は
海
軍
当
局
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
他
の
二
人
ば
マ
サ
チ
ュ

セ
ツ
ツ
植
民
地
の
お

gけ
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。

ま
え
の
ご
人
は
、

ジ
ョ

γ
・
ブ
リ
ツ
グ
ャ

l
お
よ
び
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ア
ジ
ヤ

ア
で
あ
り
、
あ
と
の
二
人
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

l
ト
リ
ツ
ジ
お
よ
び
ロ
バ

l
ト
・
一
プ
ム
で
あ
る
。

フ
ア
ジ
ャ
ア
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ

の
途
上
、
任
命
直
後
に
死
亡
し
、
ラ
ム
ば
間
も
な
く
他
の
人
物
と
交
替
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
委
員
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
も
の

は
、
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
と
バ

l
ト
ワ
ツ
ジ
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
造
船
業
者
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ

カ
貿
易
商
人
の
利
益
代
表
者
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ト
リ
ツ
ジ
は
、

ニュ

l
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
!
の
副
知
事
で
あ
り
、
植
民
地
の
造
船
業
者
で
木

材
輸
出
業
に
関
係
し
て
い
た
。



委
員
の
任
務
は
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
船
舶
必
要
品
の
量
と
一
貨
を
調
査
し
、
そ
れ
を
商
務
局
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

四一ュ

l
-

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
生
産
者
に
そ
れ
の
最
良
の
生
産
方
法
を
教
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

と
く
に
関
心
を
も
た
れ
た
の
は
タ

l
ル
の
生
産
と
そ

れ
の
生
産
方
法
の
改
良
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
大
麻
、
造
船
用
木
材
の
調
査
も
行
わ
れ
る
は
、
ず
で
あ
っ
た
。
造
船
用
木
材
に
つ
い
℃
の

特
殊
な
問
題
は
、
海
軍
の
軍
艦
建
造
用
木
材
と
く
に
マ
ス
ト
を
確
保
す
る
目
的
で
闇
玉
の
た
め
に
そ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
一

六
九
一
年
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ツ
ツ
植
民
地
の
特
許
状
に
ふ
く
ま
れ
た
木
材
筏
採
制
限
規
定
の
実
施
に
か
ん
し
て
発
生
し
た
諸
問
題
、

と
く
に

植
民
地
人
の
こ
の
制
限
規
定
に
た
い
す
る
執
損
な
闘
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
木
材
筏
採
制
限
規
定
の
実
施
を
監
督
す
る
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
役

人
が
林
野
監
督
官

(
2
2
4
2
∞
g
a己
主
長
。
君
。
え
る
で
あ
り
、
そ
の
役
職
に
は
、
悪
名
高
い
植
民
地
徴
税
官
エ
ド
ヲ
ド
・
ダ
ン
ド

ロ
フ
の
跡
を
襲
っ
た
ジ
ャ
ヒ

l
ル
・
ブ
レ
ン
ト
ン
、
が
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、

一
七

O
六
年
以
後
は
左
記
の
調
査
委
員
の
一
人
ブ
リ
ッ
ジ
ヤ

ー
が
そ
れ
に
代
っ
て
一
七
一
八
年
ま
で
在
職
し
た
。

ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
は
他
の
委
員
と
と
も
に
、
一
六
九
七
年
に
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
向
っ
て
出
発
し
、
一
七

O
二
年
ま
で
、
も
つ
ば
ら
ニ
ュ

ー
・
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
に
お
い
て
、
費
用
の
制
約
と
植
民
地
の
木
材
使
採
者
の
反
抗
に
直
面
し
な
が
ら
、
約
五
年
間
に
わ
た
っ
て
そ

の
任
務
に
従
事
し
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
と
は
べ
つ
に
イ
ギ
リ
ス
の
こ
の
計
画
に
積
極
的
な
関
心
を
払
っ
た
の
は
、
当
時
の
ユ
ュ

i
・ヨ

l

ク
の
知
事
ア
!
ル
・
オ
ブ
・
ベ
ロ
モ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
現
地
に
お
け
る
委
員
た
ち
の
、
と
く
に
ブ
リ
ッ
ジ
ャ

l
と
パ

l
ト
リ
ッ
ク
と
の
協

力
は
成
功
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
原
因
と
な
っ
た
。

た
が
い
に
反
目
的
傾
向
さ
え
生
じ
た
。
と
く
に
パ

l
ト
リ
ッ
ジ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
木
材
の
輸
出
が

(
凶
)

ベ
ル
モ
ン
ト
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
狼
に
羊
の
番
を
さ
せ
る
の
と
同
然
だ
」

と
パ

i
ト
リ
ッ
ジ
を
非
難
し
た
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
委
員
た
ち
の
見
解
も
統
一
で
き
ず
、
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
は
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
船
舶
必
要
日
間
生
産
の

有
望
な
将
来
性
を
認
め
た
の
に
反
し
、
バ

l
ト
リ
ッ
ジ
は
、

タ
ー
ル
生
産
の
事
実
を
認
め
な
が
ら
も
、
植
民
地
じ
お
け
る
労
働
力
の
不
足

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

四



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

と
高
賃
金
の
な
か
に
こ
の
計
画
の
困
難
を
指
摘
し
た
。
相
民
地
か
ら
の
見
本
は
、
海
軍
当
局
に
よ
っ
て
検
禿
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
タ
ー
ル
、

一
四
四

木
材
と
も
に
従
来
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
も
の
よ
り
は
品
質
が
劣
る
と
判
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
海
軍
当

局
は
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
の
召
還
を
要
求
し
た
。

海
軍
当
局
の
船
舶
必
要
品
計
画
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
い
し
は
反
封
的
態
度

は
、
そ
の
後
こ
の
政
策
が
商
務
局
を
中
心
に
進
展
す
る
の
に
比
例
し
て
、
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ネ
ツ
テ
ル
ズ
は
、
海
軍

当
局
の
こ
の
よ
う
な
否
定
的
態
度
を
、
国
防
上
の
必
要
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
へ
の
船
舶
必
要
品
の
依
存
性
か
ら
の
脱
却
が

(
日
)

こ
の
政
策
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
、
さ
き
に
示
し
た
見
解
を
反
論
す
る
第
二
の
証
明
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
海
軍
当
局
の

こ
の
よ
う
な
否
定
的
態
度
は
、

よ
り
重
要
な
問
題
と
関
連
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
項
を
べ
つ
に
し
℃
、

あ
と
で
ふ
た
た
び
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
の
楽
観
的
見
解
と
ベ
ル
モ
ン
ト
の
強
力
な
見
解
は
、

商
務
局
が
そ
の
一
計
画
を
立
案
す
る
の
に
大
き
い
刺
激
を
占
め
た
え

一
七

O
四
年
に
は
ダ
ド
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
再
度
の
請
願
お
よ
び
リ
ヤ
ア

l
ド
・
へ
イ
ン
ズ
(
パ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
関
係
者
)
の
請
願

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
す
で
に
、
商
務
局
は
、
特
定
の
商
人
グ
ル
ー
プ
に
特
権
的
な
特
典
を
あ
た
え
る
計
画
を
放
棄

L
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア

た。メ
リ
カ
貿
易
商
人
全
体
の
利
益
の
立
場
か
ら
政
策
を
立
案
す
る
方
向
に
す
す
ん
で
い
た
。
こ
の
当
時
、

イ
ギ
リ
ス
に
は
約
七

O
名
の
ア
メ

リ
カ
貿
易
商
人
が
い
た
。
商
務
局
は
上
級
機
関
の
命
令
に
よ
っ
て
一
七

O
一
一
五
ー
に
こ
れ
ら
の
商
人
の
見
解
が
一
徴
し
た
。
商
人
た
も
は
、

ア

メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
を
希
望
し
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
理
由
に
よ
っ
て
跨
賭
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
主
た
る
も
の

は
、
〈
一
)

ニ
ナ
i

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
主
領
有
地
の
少
な
い
と
と
と
そ
の
不
安
定
(
こ
の
こ
と
は
植
民
地
の
反
抗
と
棺
接
な

関
係
が
あ
る
)
、
C
U
海
運
量
、
が
少
な
く
、

輸
送
費
が
高
価
で
あ
る
こ
と
、

(
コ
ロ
海
上
危
険
の
た
め
護
衛
船
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い

怖
れ
の
あ
る
こ
と
が
、

こ
れ
で
あ
る
。
商
務
局
は
商
人
た
ち
の
こ
の
見
解
に
も
と
寺
つ
い
て
、
最
後
的
決
定
を
お
r

」
な
い
、
法
案
を
準
備
し



た
。
そ
の
内
容
は
、
要
す
る
に
、
高
い
輸
送
費
を
補
償
す
る
た
め
に
、
政
府
支
出
の
負
担
に
よ
っ
て
、
船
舶
必
要
ロ
聞
の
輸
入
業
者
に
一
定

の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
船
舶
必
要
品
の
生
産
と
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
入
を
奨
励
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
商
務
局
の
こ
の
立
案
は
、
直
接
的
に
は
、
明
ら
か
に
、
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
人
の
利
益
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

商
務
局
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
法
案
は
、

わ
ず
か
な
変
更
の
の
ち
、

一
七

O
五
年
は
じ
め
に
国
会
を
通
過
し
た
。

」
れ
が
、

一
七

O

〔
四
〕
五
年
の
船
舶
必
要
品
条
例
、

正
確
に
は
、

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
王
陛
下
の
植
民
地
か
ら
の
船
舶
必
要
品
の
輸
入
を
奨
励
す
る

法
律
」
(
〉
ロ
〉
江
守
口
ω

ロ
8
5白
m
E
m
岳町

H
B℃
。
邑
。
ロ
え

Z
雪
国
戸
空
。
同
町
田
同
門
O
B
Z
2
呂
田
官
民
g

E出
口
仲
良
。
5
E
K
F
B
R
-
S
)
(
ω
除

P
E
S
o
w
n
-
申

〔

口

・

5
〕
)
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
そ
の
前
文
に
白
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。
「
こ
の
王
国
の
富
と
安
全
と
力

に
、
神
に
つ
い
で
重
大
な
関
係
を
も
っ
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
と
航
海
は
、
そ
れ
に
必
要
な
船
舶
必
要
品
の
適
当
な
供
給
に
依
存
し
て
お
り
、

今
日
で
は
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
外
国
か
ら
、
外
国
船
舶
に
お
い
て
、
法
外
か
つ
独
断
的
な
価
格
で
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
に
こ
の
王
国

の
貿
易
と
航
海
に
大
き
い
損
害
と
障
害
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
わ
が
女
王
陛
下
自
身
の
領
土
か
ら
よ
り
確
実
な
か
っ
有
利
な
方
法

に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
そ
し
て
そ
の
〔
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
王
陛
下
の
〕
植
民
地
に
か
ん
し
て
は
、
:
:
:
こ
の
事
業

を
大
き
く
か
っ
有
利
に
経
営
す
る
た
め
に
適
切
な
奨
励
が
あ
た
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
大
量
の
す
べ
て
の
種
類
の
船
舶
必
要
品
を
手
び
ろ
く

供
給
し
う
る
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
そ
れ
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
海
運
と
海
員
の
い
っ
そ
う
の
雇
傭
と
増
大
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
ば
か
り
で
な

く
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
船
舶
必
要
品
と
交
換
に
、
今
日
こ
れ
ら
の
船
舶
必
要
品
は
貨
幣
あ
る
い
は
地
金
を
も
っ
て
外
国
か
ら
購
入
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
王
国
な
ら
び
に
女
王
陛
下
の
そ
の
他
の
領
土
の
毛
織
物
製
品
お
よ
び
そ
の
他
の
工
業
製
品
な
ら
び
に
生
産
物
の

貿
易
と
市
場
を
大
い
に
拡
大
す
る
の
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
に
お
け
る
女
王
陛
下
の
臣
民
を
し
て
、
か

れ
ら
の
業
務
が
順
調
に
す
す
め
ば
、
適
当
な
か
っ
十
分
な
見
返
物
資
を
生
産
す
る
の
を
継
続
せ
し
め
う
る
か
ら
で
あ
る
。
」

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
四
五



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
〈
上
)

一
四
六

こ
の
法
律
は
一
七

O
五
年
か
ら
む
こ
う
九
カ
年
間
つ
ま
り
一
七
一
四
年
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
各
種
の
船
舶
必
要
品
の
イ
ギ
リ
ス

へ
の
輸
入
に
た
い
し
て
、

つ
ぎ
の
率
で
奨
励
金
を
交
付
す
る
と
と
を
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

タ
ー
ル
お
よ
び
ピ
ッ
チ
は
一
ト
ン
に
つ
き

四
ポ
ン
ド
、

ロ
ジ
ン
お
よ
び
テ
レ
ビ
ン
油
は
一
ト
ン
に
つ
き
三
一
ポ
ン
ド
、
水
に
つ
け
た
大
麻
は
一
ト
ン
に
つ
き
六
ポ

γ
ド、

マ
ス
ト
、
帆

桁
、
斜
植
は
一
ト
ン
に
つ
き
一
ポ
ン
ド
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
奨
励
金
の
支
払
い
は
、
原
産
地
証
明
を
正
し
く
お
こ
な
っ
た
ば
あ
い
、
揮
軍

当
局
に
よ
っ

τ支
払
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
法
律
は
、

ニュ

I
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
、

ニュ

1
・ヨ

i
ク
植
民
地
お
よ
び
ニ
ュ

l
・

ジ
ャ
l
ジ
植
民
地
に
お
け
る
タ
l
ル
お
よ
び
ピ
ッ
チ
の
生
産
に
適
し
た
小
さ
い
松
樹
を
筏
採
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
れ
ぽ
か
り
で
な

く
、
こ
の
法
律
の
最
も
重
要
な
規
定
は
、
問
法
の
第
四
節
に
お
い
て
、

て
が
、

マ
ス
ト
等
の
造
船
用
木
材
を
ふ
く
む
上
記
の
船
舶
必
要
品
の
す
べ

一
六
六

O
年
の
航
海
条
例
の
列
挙
生
産
物
の
な
か
に
追
加
列
挙
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
船
舶
必
要
品
は
、
西

そ
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
諸
港
へ
の
直
接
輸
送
が
禁
止
さ
れ
、

イ
ン
ド
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
砂
糖
そ
の
他
の
生
産
物
お
よ
び
大
陸
南
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
煙
草
と
同
じ
扱
い
を
う
け
、

(η) 

イ
ギ
リ
ス
本
国
だ
け
へ
の
輸
送
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
法
律
を
実

施
し
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ニ
ュ
l
・
ヨ
l
ク
、

ニ
ュ
l
・
ジ
ャ
l
ジ
の
諸
植
民
地
に
お
け
る
木
材
の
濫
筏
を
防
止
し
、
住
民
に

タ

ノレ

ピ
ッ
チ
お
よ
び
大
麻
の
一
最
長
の
生
産
方
法
を
教
え
る
と
い
う
特
殊
な
任
務
を
も
っ
て
、
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
は
林
野
監
督
官
に
任
命

さ
れ
、

一
七

O
六
年
九
月
ア
メ
リ
カ
の
大
陸
中
北
部
植
民
地
に
ふ
た
た
び
渡
っ
た
。

か
れ
は
そ
こ
で
植
民
地
の
木
材
筏
探
者
た
ち
か
ら
の

激
し
い
反
撃
に
遭
遇
し
な
が
ら
十
年
間
そ
の
任
務
を
つ
と
め
た
。

一
七

O
九
年
の
法
律
(
∞
〉
ロ
ロ
タ
口

-
E
〔ロ・

5
〕
)
は
、

奨
励
金
の
た
め
に
国
会
が
一
万
ポ
ン
ド
の
金
額
を
充
当
す
る
こ
と
を
払
問
、

さ

ら
に
一
七
一

口
一
〕
三
住
の
法
律
C
N
〉

E
P
口-
U

〉
は
、

有
効
期
限
を
一
七
二
五
年
ま
で
と
認
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
政
策
に
た
い
す
る
海
軍
当
局
の
反
対
的
態
度
は
い
っ
そ
う
強
化
し
た
。
と

一
七
一
四
年
に
満
期
と
な
る
奨
励
金
交
付
期
限
を
一
一
年
間
延
長
し
、
そ
の



く
に
、
奨
励
金
と
し
て
海
軍
当
局
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
手
形
が
無
利
息
で
あ
る
こ
と
は
植
民
地
か
ら
の
輸
入
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
一
七

一
六
年
に
は
海
軍
長
官
は
、
奨
励
金
政
策
は
有
益
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
有
害
で
あ
る
と
、
こ
の
政
策
を
公
然
と
非
難
す
る
に
い
た

(
初
)

っ
た
。一
0
年
代
の
後
半
と
二

0
年
代
の
前
半
は
、
船
舶
必
要
口
問
計
画
の
議
論
が
異
常
に
沸
騰
し
た
時
期
で
あ
る
。

(
幻
)

七
年
ま
で
に
奨
励
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
支
出
総
額
は
、
九
万

O
五
四
四
ポ
ン
ド
に
た
つ
し
た
。
他
方
、

一
七
一
三
年
か
ら
一
七

フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
は
海
軍
に

巨
額
な
負
債
を
負
わ
せ
た
。

か
く
し
て
海
軍
は
一
七
一
七
年

i
一
八
年
に
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
状
態
と
品
質
の
劣
等
性

に
不
満
を
の
ベ
、
奨
励
金
支
払
い
に
直
接
反
対
す
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、

一
七
一
八
年
に
は
、
海
軍
と
同
盟
を
む
す
ん
で
船
舶
必
要
品

計
画
に
反
対
す
る
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
貿
易
商
人
と
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
人
と
の
利
害
の
衡
突
は
尖
鋭
化
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
は
国

会
に
も
ち
こ
ま
れ
た
。
商
務
局
は
、
奨
励
金
の
支
払
中
止
と
支
払
率
の
削
減
に
反
対
し
た
が
、
植
民
地
か
ら
輸
入
さ
れ
る
船
舶
必
要
品
の

品
質
の
検
査
を
厳
重
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
軍
の
不
満
に
答
え
る
態
度
を
と
っ
た
。

一
七
一
九
年
の
法
律
(
切
の
8
・H
u
n
-
H
H〉

tま

税
関
投
入
が
証
明
書
を
発
行
す
る
以
前
に
輸
入
さ
れ
た
タ

1
ル
、
ピ
ッ
チ
の
品
質
を
厳
重
に
検
査
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

こ
の
論
争
の
激
化
し
た
時
期
に
お
い
て
、

船
舶
必
要
品
計
画
に
積
極
的
に
参
画
し
た
の
は
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ジ
ー
で
あ
っ
た
。

力、

れ

は
、
周
知
の
よ
う
に
、

ウ
ィ
ツ
グ
党
の
機
関
紙
吋
古
切
立

S
F
』

h
q
S
S
H
の
寄
稿
員
の
一
員
で
あ
り
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
と
と

も
に
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
正
統
的
重
商
主
義
の
理
論
的
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
が
船
舶
必
要
品
計
画

に
実
務
的
な
側
面
で
貢
献
し
た
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
ジ
ー
は
理
論
的
な
側
面
に
お
い
て
こ
の
計
画
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
人
物
だ
と
い
え

ょ
う
。
か
れ
は
、

一
七
一
六
年
に
植
民
地
の
船
舶
必
要
品
生
産
に
か
ん
し
て
商
務
局
か
ら
見
解
を
求
め
ら
れ
、

一
七
一
八
年
に
は
そ
れ
を

文
章
に
し
て
商
務
局
に
提
出
し
た
ほ
か
、

一
七
二
一
年
に
は
よ
り
長
文
の
建
白
書
を
提
出
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
の
諸
報
告
を
作
成
し

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
ハ
上
)

一
四
七



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
四
八

い
て
る
。
こ
れ
ら
の
諸
々
の
文
献
で
展
開
さ
れ
た
見
解
を
、
そ
の
後
、

か
れ
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
多
様
な
細
部
に
い
た
る
ま
で
系
統

的
に
入
念
に
仕
上
げ
た
も
の
が
、

一
七
二
九
年
に
出
版
さ
れ
た
か
れ
の
労
作
叫

J
E
叫

43号

gh片
足

smha芯
3
0
¥
C
2
b
H
凶
ミ
EE

言
。
。
ミ
ミ
旬
、
宮
司
一
で
あ
る
。

ジ
ー
は
、

一
七
一
八
年
に
植
民
地
か
ら
輸
入
さ
れ
る
棒
鉄
、
鋳
鉄
に
た
い
す
る
奨
励
金
の
交
付
と
木
材
、
板
類
の
輸
入
税
免
除
を
商
務

局
に
提
案
し
た
。
そ
の
後
何
回
も
の
公
聴
会
が
聞
か
れ
た
の
ち
、
一
七
一
九
年
に
重
要
な
法
案
、
い
わ
ゆ
る
「
一
七
一
九
年
の
船
舶
必
要
口
山

法
案
」
が
国
会
に
上
程
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
に
お
い
て
植
民
地
の
鉄
が
は
じ
め
て
問
題
と
さ
れ
、
植
民
地
か
ら
の
鉄
と
木
材
の
輸
入
税
免

除
が
提
案
さ
れ
問
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
法
案
は
下
院
を
通
過
し
て
上
院
に
送
付
き
れ
た
の
ち
、
修
正
案
を
つ
け
て
ふ
た
た
び
下
院
に
悶
付

つ
い
に
廃
案
と
な
ゐ
山
。
こ
の
法
案
の
不
成
功
は
と
く
に
植
民
地
の
鉄
生
産
の
統
制
問
題
と
重
大

さ
れ
た
が
、
審
議
は
そ
の
後
停
滞
し
、

に
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぽ
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
船
舶
必
要
品
計
画
に
利
害
関
係
を
も
っ
各
グ
ル
ー
プ
の
矛
盾
対
立
を
反
映
L
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
旧
植
民
地
体
制
に
ふ
く
ま
れ
た
諸
矛
盾
を
集
約
的
に
表
現
し
た
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要

な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
論
す
る
。
さ
て
、
こ
の
法
案
が
不
成
功
に
終
っ
た
の
ち
も
、
一
七
二

O
伝
に
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
人
、
造
船
業
者
、

ロ
ー
プ
製
造
業
者
か
ら
の
国
会
に
た
い
す
る
請
願
は
つ
づ
け
ら
れ
、
ジ
ー
は
、
他
の
商
人
と

と
も
に
国
会
の
委
員
会
で
の
と
の
請
願
の
審
議
に
証
言
し
、
か
れ
の
見
解
は
な
お
支
持
さ
れ
た
。
ジ
ー
は
一
七
一
一
一
年
の
商
務
局
へ
の
覚

の
な
か
で
、
木
材
、
銑
鉄
、
大
型
銑
鉄
の
無
関
税
輸
入
と
大
麻
に
た
い
す
る
奨
励
金
交
付
を
提
案
い
官
。
商
務
局
は
こ
と
の
緊
急
性
に

か
ん
が
み
一
七
二
一
位
ー
に
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
か
ん
す
る
詳
細
な
の

g
R丸
岡
山
岳
。
え
を
作
成
し
、

(
M
A
)
 

要
品
条
例
言
。
8
・
ゲ
ロ
-
H
M
)

の
制
定
に
み
ち
び
い
た
。
こ
の
法
律
の
主
要
な
規
定
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
(
一
)
大
麻
に
た
い
す
る
奨
励

」
の
報
告
は
一
七
二
二
年
の
船
舶
必

金
の
交
付
は
一
六
銭
間
延
長
さ
れ
、
そ
の
輸
入
税
が
免
除
さ
れ
る
。
(
二
)

す
べ
て
の
種
類
の
木
材
、
板
類
は
そ
の
輸
入
税
が
免
除
さ
れ



る
c

(

一
ニ
)
す
べ
て
の
麻
に
た
い
す
る
陸
上
げ
後
二

O
日
内
に
お
け
る
海
軍
当
局
の
先
買
権
が
み
と
め
ら
れ
る
。
〈
四
》
タ
ー
ル
品
質
を
保

証
す
る
た
め
に
そ
の
生
産
方
法
の
改
良
を
規
定
し
、
新
生
産
方
法
に
よ
る
場
合
に
の
み
奨
励
金
、
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
そ
の
新
生
産
方
法
と

一
年
以
前
に
樹
皮
を
剥
し
て
準
備
じ
た
生
木
か
ら
だ
け
タ
ー
ル
生
産
を
許
可
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
規
定
に
つ
い

tまて
ほ
、
輸
入
業
者
た
ち
は
、
そ
れ
が
審
議
さ
れ
て
い
た
当
時
か
ら
そ
れ
に
関
心
を
も
っ
て
下
院
に
請
願
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
法
律
制
定
後
は
、
た
だ
ち
に
、
こ
の
生
産
方
、
法
の
変
更
が
タ
l
ル
生
産
量
を
低
下
さ
ぜ
、
そ
の
結
果
、
輸
入
量
の
減
少
と
そ
れ

に
と
も
な
う
奨
励
金
の
減
少
を
お
そ
れ
て
、
そ
れ
に
反
対
す
る
請
願
を
開
始
し
は
じ
め
た
。
け
れ
ど
も
、
植
民
地
生
産
者
は
こ
の
生
産
方

法
の
変
更
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

一
七
二

0
年
代
に
は
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
で
は
す
で
に
、
植
民
地
の
工

業
化
は
か
な
り
す
す
み
、
こ
の
地
方
の
商
業
資
本
の
対
外
貿
易
は
進
展
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
船
舶
必
要

品
の
生
産
に
依
存
し
な
い
で
、
自
己
の
経
済
の
再
生
産
の
条
件
を
確
立
し
う
る
方
向
に
す
す
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
七
二
五
年
に
は
大
麻
を
の
ぞ
く
船
舶
必
要
品
へ
の
奨
励
金
交
付
期
限
が
満
了
し
た
。
こ
の
直
前
か
ら
そ
の
延
長
が
問
題
と
さ
れ
て
い

(
却
)

た
が
、
当
時
、
奨
励
金
の
年
支
払
額
が
五
万
ポ
ン
ド
に
た
っ
し
、
そ
の
結
論
は
、
一
七
二
九
年
き
で
延
期
き
れ
た
。
と
の
年
に
制
定
さ
れ

(
初
)

し
か
し
、
そ
の
支
払
率
は
よ
り
低
い
率
に
定
め
ら
れ
た
。

た
法
律

(
N
C
o
o
-
F
口

ω
日
)
は
奨
励
金
の
交
付
は
継
続
す
る
が
、

こ
の
奨
励
金
の
支
払
率
の
低
下
は
商
務
昂
を
中
心
と
す
る
船
舶
必
要
品
計
画
が
す
で
に
々
の
頂
点
を
す
ご
し
た
こ
と
を
、
明
白
に
指
示

す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
大
麻
の
輸
入
は
そ
れ
に
た
い
す
る
奨
励
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
七

O
〔
四
〕
五
年
の
法
律
の
制
定
後
二
ハ
年

間
は
全
然
輸
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
税
関
の
高
務
局
へ
の
報
告
に
し
た
が
え
ぽ
、

(
泊
)

か
コ
一
一
六
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
大
陸
中
北
部
植
民
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
樹
木
の
保
存
は
こ
れ
ら
植
民
地
の

一
七
一
二
年
と
一
七
二
九
年
の
あ
い
だ
の
輸
入
量
は
わ
ず

木
材
筏
採
者
の
激
し
い
反
抗
の
た
め
に
、

数
回
に
わ
た
る
制
限
規
定
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、

所
期
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
ぷ
で
き
な
か
っ

一
八
世
紀
初
一
阪
に
お
げ
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
和
民
地
経
営
(
上
〉

一
四
九



一
八
世
相
札
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
椋
民
地
経
話
(
上
〉

一五
O

た
。
か
な
り
成
功
し
た
の
は
、
タ
ー
ル
お
よ
び
ピ
ッ
チ
の
生
直
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
が
成
功
し
た
の
は
、
本
来
、
こ
の
船
舶
必
要
品

が
対
象
と
し
て
い
た
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
で
は
な
く
、

カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
の
数
字
が

こ
れ
を
示
す
。

一
七

O
五
年
か
ら
一
七
一
八
年
ま
で
の
あ
い
だ
の
カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
か
ら
の
タ
ー
ル
お
よ
び
ピ
ッ
チ
の
年
間
輸
出
量
は

す
ぎ
ず
、

一
三
万
四

O
C
Oバ
ー
レ
ル
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
期
間
の
ニ

L
I
-
-

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
年
間
輸
出
量
は
八
万
六

0
0
0バ
ー
レ
ル
に

カ
ロ
ラ
イ
ナ
植
民
地
の
生
産
物
の
再
輸
出
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
の
大
部
分
は
、

(一一一)

外
国
人
移
住
民
に
上
る
船
舶
必
要
品
生
産
の
試
み
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
七

O
九
年

i
一
七
一

O
年
に
外
国
か
ら
の
約
一
一
一

0
0
0人
の
パ
一
ブ
テ
ィ
ン
の
集
団
的
移
住
民
に
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク

植
民
地
で
タ
ー
ル
お
よ
び
ピ
ッ
チ
の
生
産
に
従
事
さ
せ
る
計
画
を
た
て
、
こ
の
計
画
を
知
事
ロ
パ

1
ト
・
ハ
ン
タ
ー
の
責
任
に
お
い

τ実

施
す
る
と
と
に
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
本
国
政
府
か
ら
援
助
が
不
足
し
、
そ
れ
を
補
足
し
た
ハ
ン
タ
ー
の
資
金
と
金
融
が
枯
渇
し
た
た

め
に
、
他
方
で
は
、
パ
一
プ
テ
ィ

γ
移
住
民
の
土
地
要
求
の
闘
争
が
激
化
し
た
た
め
に
、
こ
の
計
画
は
失
敗
し
た
。
こ
れ
は
特
殊
な
ケ

i
ス

だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
後
で
ふ
た
た
び
こ
の
問
題
に
立
ち
も
ど
る
。

従
来
の
問
題
の
取
り
扱
い

(

一

一

)

わ
れ
わ
れ
は
、

ふ
た
た
び
、
従
来
の
問
題
の
取
り
扱
い
の
検
討
に
も
ど
り
、
植
民
地
史
研
究
家
た
ち
が
、
船
舶
必
要
品
計
画
を
従
来
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
か
を
、
吟
味
し
上
う
。
そ
の
た
め
に
、

ハ
ー
バ
ー
ド
・

L
・
オ
ズ
グ
ッ
ド
の
見
解
と
カ
l
テ
ィ
ス
・

p
・
ネ
ツ

テ
ル
ズ
の
見
解
を
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
え
ら
ぶ
。
わ
れ
わ
れ
は
、

し
ば
ら
く
、
と
れ
ら
二
人
の
著
名
な
ア
メ
リ
カ
植
民
地
史
研
究

家
の
こ
と
ば
を
き
こ
う
。



(

一

)

ハ
ー
バ
ー
ド
・

L
・
オ
ズ
グ
ッ
ド
の
見
解

オ
ズ
グ
ッ
ド
は
、

か
れ
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
史
に
か
ん
す
る
定
大
な
労
作
の
な
か
で
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
船
舶
必
要
品
政
策
を
論

じ

つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
船
舶
必
要
品
政
策
は
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
失
敗
し
、
植
民
地
時
代
の
末
期
に
は
そ
の
生
産
の
中
心
地
は
両
カ
ロ

ラ
イ
ナ
に
移
っ
た
。
「
け
れ
ど
も
、
政
治
的
動
因
は
、

う
た
、
が
い
も
な
く
、

一ュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
諸
経
験
と
大
い
に
関
係

を
も
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
船
舶
必
要
口
聞
は
、
製
造
工
業
の
方
向
に
む
か
つ
て
の
、
し
た
が
っ
て
独
立
の
方
向
に
む
か
つ
て
の
、
多
〈

、
、
、
、
、

(
M
M
)

の
自
然
的
傾
向
を
相
殺
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
設
立
さ
れ
う
る
唯
一
の
輸
出
生
産
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

(

一

一

)

カ
1
テ
ィ
ス

-
P
・
ネ
ツ
テ
ル
ズ
の
見
解

ネ
ツ
テ
ル
ズ
は
、

か
れ
の
二
つ
の
旧
稿
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
船
舶
必
要
口
問
政
策
を
専
門
的
に
論
究
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、

か
れ
の

議
論
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
重
商
主
義
者
た
ち
は
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
評
価
茎
準
を
、
植
民
地
の
供
給
地
と
し
て
の
側
面
に
も
と
め
た
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
の
市
場
と
し
て
の
側
面
に
も
と
め
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
・

L
・
ピ
ア
l
の
見
解
に
た
い
す
る
批
判
と

い
う
論
争
的
方
法
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

ビ
ア

l
は
、
植
民
地
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
、

か
れ
の
一
連
の
古
典
的
労
作
の
な
か
で
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
市
場
と
し
て
の
そ
れ
の
〔
植
民
地
の
〕
価
値
は
十
分
に
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、

(
純
)

泉
地
と
し
て
の
植
民
地
の
う
え
に
お
か
れ
て
い
た
。
」
「
:
:
:
よ
り
大
き
い
璽
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
物
の
市
場
と
し
て
よ
り
も
、

一
八
世
紀
中
葉
ま
で
は
、

主
要
な
重
点
は
供
給
の
源

供
給
の
源
泉
地
と
し
て
の
植
民
地
の
う
え
に
お
か
れ
て
い
た
。
市
場
と
し
て
の
植
民
地
の
重
要
性
は
全
面
的
に
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
重
要
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
生
産
さ
れ
な
い
原
料
あ
る
い
は
熱
帯
性
生
産
物
を
母
国
に
供
給
す
る
と
い
う
よ
り
重
要
な

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
〉

五



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
ハ
上
)

事
実
の
必
然
的
結
果
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
」

一五

「
こ
れ
は
、

一
八
世
紀
中
葉
以
後
に
お
い
て
は
、
植
民
地
の
-
評
価
基
準
に
変
化
が
生
じ
た
と
、
ピ
ア
l
は
っ
き
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

一
七
四
五
年
ご
ろ
ま
で
に
植
民
地
の
価
値
が
そ
れ
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
一
般
的
基
準
で
あ
っ
た
。
」

一
七
四
六
年
i

け
れ
ど
も
、

七
四
七
年
以
後
に
お
け
る
「
大
陸
諸
柏
民
地
に
た
い
す
る
輸
出
の
こ
の
急
速
な
増
大
は
、
植
民
地
を
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
剰
余
工
業
生

産
物
の
市
場
と
し
て
認
め
る
人
び
と
に
有
力
な
論
拠
を
提
供
し
同
ご
と
く
に
、
ピ
ア
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
中
に
、
ィ

ギ
リ
ス
が
占
領
し
た
フ
ラ
ン
ス
領
カ
ナ
ダ
お
よ
び
西
イ
ン
ド
の
諸
島
の
帰
属
に
か
ん
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
カ
ナ
ダ
を
保
留
す
る
が
、
酉
イ

γ
ド
の
諸
島
を
ブ
ラ
シ
ス
に
返
還
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
一
七
六
三
年
の
「
こ
の
条
約
円
パ
リ
平
和
条
約
〕
は
、

こ
の
時
以
後
、
よ
り
大

き
い
重
点
が
、
供
給
の
源
泉
地
と
し
て
の
植
民
地
の
う
え
に
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
生
産
物
の
市
場
と
し
て
の
植
民
地
の
う
え
に
お
か
れ

(
沼
)

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
政
策
の
転
換
点
を
し
る
し
づ
け
る
」
と
主
張
す
る
。

た
か
ぎ
り
、

ネ
ツ
テ
ル
ズ
は
、
ビ
ア
l
の
右
の
主
張
を
批
判
し
て
、
市
場
と
し
て
の
植
民
地
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
重
商
主
義
者
の
強
い
関
心

は
、
ピ
ア
ー
が
主
張
す
る
時
期
よ
り
も
、

は
る
か
に
以
前
か
ら
し
め
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
市
場
拡
大
の
た
め
の
政
策
も
は
や
く

か
ら
立
案
さ
れ
て
い
た
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
反
駁
す
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
策
に
か
ん
す
る
優
れ
た
研
究
家
、

G
・
L
・
ピ
ア
l
氏
は
、
こ
の
理
論
円
植
民
地
の
一
評
価
基
準
を
そ
れ
の
供
給
地

の
側
面
に
お
く
と
い
う
理
論
〕
は
、
『
一
七
四
五
年
ご
ろ
ま
で
は
植
民
地
の
価
値
が
そ
れ
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
一
般
的
基
準
で
あ
っ
た
』

と
主
張
し
た
。
こ
の
時
期
以
後
に
お
い
て
見
解
が
変
化
し
、
そ
L
て
一
定
の
植
民
地
は
工
業
生
産
物
の
市
場
と
し
て
賞
揚
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
ピ
ア
ー
は
、
態
度
の
こ
の
修
正
の
時
期
に
か
ん
す
る
か
れ
の
見
解
に
お
い
て
誤
っ
て
い
た
と
と
は
、

ま
っ
た
く
確
ら
し
く
思
わ
れ

る

一
七
六
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ナ
ダ
の
保
留
の
な
か
に
植
民
地
政
策
の
変
化
を
み
る
著
述
家
た
ち
は
、

ア
γ
女
王
戦
争
中
に
お
け
る



(
叩
国
)

そ
の
地
域
を
祇
服
し
よ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
断
固
た
る
努
力
を
し
ば
し
ば
無
視
し
て
い
る
。
」

ま
た
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
ビ
ア
ー
の
そ
れ
と
は
こ
と
な
っ
た
視
角
か
ら
み
た
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
策
の
検
討
は
、

か
れ
の
見
解
の
重
大
な
修
正
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
市
場
と
し
て
の
植
民
地
に
た
い
す
る
初
期
の
関
心
は
、

か
れ
が
一
評
価
し
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、

一
七
六
三
年
よ
り
ず
っ
と
以
前
に
、
多
〈
の
重
要
な
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
生
産
物

(ω) 

の
回
以
売
を
拡
大
す
る
よ
う
に
立
案
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
」

で
は
、
植
民
地
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
の
一
、
ネ
ツ
テ
ル
ズ
の
ピ
ア
!
の
見
解
に
た
い
す
る
批
判
は
、

か
れ
の
見
解
に
お
い
て
、
な
に
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

つ
ま
り
、
こ
う
で
あ
る
。
ネ
ツ
テ
ル
ズ
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
船
舶
必
要
品
の
生
産
を
奨
励
す
る
政
策
は
、
ご
く
少
数
の
生
産
物
を
の
ぞ
け
ば
、
自
己
の
植
民
地
生
産
物
の
な
か
に
イ
ギ
リ
ス
か

ら
の
輸
入
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
支
払
手
段
H
H
見
返
物
資
を
も
た
な
い
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
グ
ル

ー
プ
の
砂
糖
お
よ
び
大
陸
南
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
煙
草
と
匹
敵
し
う
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
支
払

手
訟
を
も
た
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
工
業
生
産
物
の
市
場
を
拡
大
す
る
こ

と
を
、
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
れ
自
身
の
こ
と
ば
ど
お
り
に
い
う
と
、

「
植
民
地
に
た
い
す
る
〔
船
舶
必
要
ロ
巴
計
画
は
、

イ

ギ

リ
ス
商
業
に
た
い
し
て
煙
草
お
よ
び
砂
糖
が
南
部
に
お
い
て
す
で
に
な
し
と
げ
て
い
た
よ
う
な
生
産
物
を
北
部
に
お
い
て
発
展
さ
せ
よ
う

(
但
)

と
試
み
た
。
」

し
た
が
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
本
国
が
す
で
に
一
七
世
杷
の
八

0
年
代
か
ら
右
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
船
舶
必
要
品
政
策
を
推
進
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
、

イ
ギ
り
ス
重
商
主
義
が
は
や
く
も
寸
で
に
こ
の
当
時
か
ら
、
植
民
地
の
市
場
と
し
て
の
側
面
に
ふ
か
い
関
心
を
し
め

し
て
い
た
-
)
と
を
、
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
点
に
た
い
す
る
正
し
い
理
解
を
欠
く
点
に
、
ピ
ア
!
の
見
解
の
誤
謬
が

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

五



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
〉

一
五
四

由
来
し
て
い
る
と
い
う
の
、
が
、
ネ
ッ
テ
ル
ズ
の
ピ
ア
l
の
見
解
に
た
い
す
る
批
判
が
真
に
意
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
れ
は
明
示

的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
船
舶
必
要
品
計
画
の
構
想
的
背
景
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
ピ
ア
ー
が
定
め
た
時

期
よ
り
も
は
る
か
に
以
前
か
ら
、
植
民
地
は
市
場
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
明
白
に
指
示
す
る
も
の
で

(
位
)

あ
る
」
と
。

以
上
で
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
に
た
い
す
る
船
舶
必
要
品
政
策
の
目
的
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
ア
メ
リ
カ
植
民
地
史
研
究
家

の
見
解
を
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
検
討
を
つ
う
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
船
舶
必
要
品
政
策
は
、

(
一
〉
オ
ズ
グ
ッ
ド
の
見
解
に
お
い
て
も
、

ニ
ュ

l
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
見
返
物
資
と
の
関
連
を
目
的
と
し
て
立
案
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ハ
二
)
ネ
ツ
テ
ル
ズ
の
ピ
ア
l
の
主
張
の
批
判
を
つ
う
じ
て
の
見
解
に
お
い
て
も
、

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
輸
入
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
支
払
手
段

1
見
返
物
資
を
船
舶
必
要
品
と
い
う
形
態
に
お
い
て
生
産
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
市
場
を
拡
大
す
る
目
的
を
も
っ
て
立
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

が
、
こ
れ
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
諸
文
献
に
お
い
て
す
で
に
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
さ
き
に
引
用
し
た
一
九

O

円
四
〕
五
年
の
船
舶
必
要
品
条
例
の
前
文
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
、
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



四

問

題

の

提

起

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
が
本
稿
で
堤
起
し
よ
う
と
す
る
問
題
を
具
体
的
に
示
す
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

(
一
)
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
船
舶
必
要
品
政
策
の
目
的
は
、

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
工
業
生
産
物

に
た
い
す
る
支
払
手
段

l
見
返
物
資
を
船
舶
必
要
品
の
形
態
で
生
産
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
工
業
生
産
物
に
た

い
す
る
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
市
場
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
と
理
解
し
、
こ
の
政
策
が
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
に
た
い
し
て
も

つ
意
義
を
第
一
義
的
に
こ
の
側
面
に
求
め
る
こ
と
は
、
果
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
二
)
と
は
い
っ
て
も
、
ピ
ア
ー
も
、

オ
ズ
グ
ッ
ド
も
ネ
ヅ
テ
ル
ズ
も
、

船
舶
必
要
品
政
策
の
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
に
た
い
し
て
も
つ

意
義
を
、

こ
の
政
策
の
右
の
側
面
だ
け
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

か
れ
ら
は
、

」
の
政
策
が
、

植
民
地
の
非
工
業

化
、
植
民
地
商
業
資
本
の
抑
圧
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
に
伝
統
的
な
植
民
地
政
策
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

オ
ズ
グ
ッ
ト
は
い
う
、
「
船
舶
必
要
口
聞
の
生
産
を
奨
励
す
る
政
策
は
、

た
ん
に
海
軍
と
商
船
隊
の
利
益
に
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

北
部

植
民
地
の
住
民
を
製
造
玉
業
の
方
向
か
ら
そ
ら
す
手
段
と
し
て
、

つ
ね
に
主
張
さ
れ
た
。
砂
糖
、
煙
草
お
よ
び
米
と
同
じ
よ
う
に
、
船
舶

必
要
品
は
原
料
抽
出
産
業
の
生
産
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
が
、
植
民
地
人
の
経
済
活
動
を
制
限
し
よ

う
と
す
る
帝
国
的
重
商
主
義
者
の
希
望
で
あ
っ
た
。
」

ま
た
、
ネ
ツ
テ
ル
ズ
は
、
船
舶
必
要
品
政
策
の
意
義
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

「
船
舶
必
要
口
問
政
策
は
、

積
極
的
な
、

カミ

つ
建
設
的
な
態
度
を
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
北
部
植
民
地
の
価
値
を
主
張
し
、

か
っ
こ
れ
ら
植
民
地
を
非
工
業
的
状
態
に
と
ど
め
て

お
く
こ
と
を
目
的
と
し

τい
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
植
民
地
に
イ
ギ
リ
ス
生
産
物
に
た
い
す
る
支
払
手
段
を
あ
た
え
る
こ
と
、

こ
れ
ら
植

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
V

一
五
五



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
五
六

民
地
を
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
堤
供
し
う
る
も
の
を
製
造
す
る
方
向
か
ら
そ
ら
す
こ
と
、
こ
れ
ら
植
民
地
の
貿
易
を
イ
ギ
リ
ス
に
集
中
さ
せ
る

(
叫
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
に
お
け
る
こ
れ
ら
植
民
地
の
売
買
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
、
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
」

こ
と
、
そ
し
て
、

ビ
ア

l
は
右
に
引
用
し
た
労
作
よ
り
も
よ
り
以
前
に
執
筆
し
た
そ
の
初
期
の
労
作
に
お
い
て
、
こ
の
政
策
の
基
本
的
理
由
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
。

「
バ
ル
チ
ッ
ク
諸
国
と
の
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
の
逆
の
状
態
は
、
植
民
地
に
お
け
る
船
舶
必
要
品
の
生
産
を
奨
励
す
る

政
策
の
採
用
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
植
民
地
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
た
い
す
る
見
返
物
資
と
な
る
生
産
物
を
も
た

な
い
と
い
う
事
実
の
た
め
に
や
む
な
く
製
造
工
業
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
立
法
者
の
認
識
が
あ
っ

た
。
北
部
に
そ
の
よ
う
な
生
産
物
を
あ
た
え
、
そ
れ
が
か
れ
ら
を
し
て
製
造
工
業
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
船
舶
必
要
品
の
輸
入

に
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
こ
の
こ
つ
の
基
本
的
理
由
に
加
え
て
、

あ
っ
情
」
ピ
ア

1
の
右
に
指
摘
さ
れ
た
三
つ
の
理
由
の
う
ち
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
成
長
を
促
進
す
る
と
い
う
希
望
が

第
一
と
第
三
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
一
で
批
判
ず
み
の
と
こ
ろ
で
あ

可。。な
る
ほ
ど
、
船
舶
必
要
品
政
策
は
、
支
払
手
段
の
問
題
と
と
も
に
、
植
民
地
の
非
工
業
化
の
問
題
、
植
民
地
商
業
資
本
抑
圧
の
問
題
等

を
、
そ
の
な
か
に
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
船
舶
必
要
品
政
策
が
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
そ
の
な
か
に
ふ
く
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
の
理
由
は
、
こ
の
政
策
が
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
が
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
そ
れ
ら
に
共
通
な
一
般
的
基
礎
を
な
す
と
こ
ろ

の
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
の
よ
り
本
質
的
な
基
調
と
、
直
接
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

船
舶
必
要
品
政
策
が
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
に
た
い
し
て
も
つ
第
一
義
的
意
義
は
、
こ
の
政
策
と
植
民
地
経
営
の
よ
り
本
質
的
な
基
調
と
の

関
連
の
な
か
に
こ
そ
も
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
政
策
を
よ
り
本
質
的
な
こ
の
基
調
と
の
関
連
の
光
に

照
ら
し
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
支
払
手
段
、
非
工
業
化
、
植
民
地
商
業
資
本
抑
圧
等
々
の
諸
問
題
が
、
こ
の
政
策
の
な
か
で
ど



の
よ
う
な
地
位
を
占
め
、
相
互
に
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
が
、
明
か
と
な
る
。

以
上
の
ベ
た
理
由
に
も
と
で
い
て
、
本
稿
で
提
起
さ
れ
る
問
題
は
、
窮
局
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
の
よ
り
本
質

的
な
基
調
と
は
、
い
っ
た
い
な
に
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、

お
よ
び
船
舶
必
要
品
政
策
は
こ
の
本
質
的
な
基
調
と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五

植
民
地
経
営
の
基
調
と
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
構
造
の
独
自
性

田
植
民
地
体
制
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
諸
契
機
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
母
国
の
資
本
の
本
源
的
蓄
積
に
た
い

し
て
も
つ
歴
史
的
意
義
は
、
情
民
地
収
奪
者
に
よ
る
植
民
地
収
奪
の
成
果
が
、

母
国
へ
還
流
し
、

そ
こ
で
資
本
に
転
化
し
、

か
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
母
国
に
お
け
る
来
る
べ
き
産
業
革
命
を
そ
の
貨
幣
資
本
の
側
面
巴
お
い
て
準
備
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
植
民
地
に
た

い
す
る
こ
の
収
奪
は
、
独
占
的
植
民
地
貿
易
機
構
を
つ
う
じ
て
の
植
民
地
に
た
い
す
る
強
力
な
経
済
的
支
配
機
構
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
遂
行
さ
れ
た
。

一
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
一
連
の
航
海
諸
条
例
は
、

」
の
よ
う
な
植
民
地
に
た
い
す
る
強
力
な
経
済
的
支
配
機
構
の

基
礎
を
樹
立
し
た
。

か
く
し
て
、
植
民
地
は
、
本
国
の
初
期
産
業
資
本
1

マ
ニ
ュ
フ
7

ク
チ
ュ
ア
に
独
占
化
し
た
販
売
市
場
と
そ
れ
に
よ

っ
て
強
化
さ
れ
た
蓄
積
を
保
証
し
、
植
民
地
貿
易
資
本
に
巨
額
な
前
期
的
利
潤
を
提
供
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
収
奪
さ
れ
る
富
の
供
給
油

と
し
て
、
初
期
産
業
資
本
に
原
料
を
、
貿
易
資
本
に
再
輸
出
の
た
め
の
植
民
地
生
産
物
を
提
供
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
旧
植
民
地
体
制
の
経
済
的
構
造
の
な
か
で
、
最
重
要
な
従
属
的
構
成
部
分
は
、

(
日
明
)

ド
に
お
け
る
諸
植
民
地
、
簡
単
に
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
あ
る
。
い
ま
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
お
よ
び
西
イ
ン

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
が
、

イ
ギ
リ
ス
の

輸
出
入
貿
易
の
な
か
で
占
め
た
位
地
を
、
簡
単
に
し
め
せ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
五
七



一
八
世
紀
初
現
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一
五
八

一
六
九
九
年
l
一
七
O
一
年
の
三
一
ヵ
年
間
の
年
平
均
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
は
、

イ
ギ
リ
ス
(
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
ふ
く
ま
な

い
)
の
生
産
物
を
五
三
万
九
0
0
0
ポ
ン
ド
購
入
し
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
再
輸
出
さ
れ
る
外
国
生
産
物
を
三
一
万
三
0
0
0
ポ
ン
ド
購
入
し

た
。
し
た
が
っ
て
、

ア
メ
ワ
カ
植
民
地
へ
の
再
輸
出
を
ふ
く
む
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
額
は
合
計
し
て
、

八
五
万
一
C
C
0
ポ
ン
ド
で
あ
り
、

こ
の
金
額
は
、
同
じ
期
間
に
お
け
る
年
平
均
の
同
輸
出
を
ふ
く
む
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
総
額
の
一
二
了
二

μ
に
あ
た
っ
た
。
輸
出
さ
れ
た
イ

ギ
リ
ス
生
産
物
の
う
ち
八
八

μが
工
業
生
産
物
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
工
業
生
産
物
の
う
ち
四
O
%
が
毛
織
物
製
品
で
あ
り
、

の
こ
り
の
六

C
%
が
金
属
製
品
そ
の
他
の
工
業
製
品
で
あ
る
。
毛
織
物
製
品
を
の
ぞ
く
工
業
生
産
物
の
市
場
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
は
、
同
じ

生
産
物
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
諸
々
の
海
外
市
場
の
う
ち
最
大
の
市
場
を
形
成
し
た
。

同
じ
く
、

一
六
九
九
年

1
一
七
O
一
・
年
の
コ
一
ヵ
年
間
の
年
平
均
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
か
ら
一
一
O
万
七
0
0
0

ポ
ソ
ド
の
植
民
地
生
産
物
を
購
入
し
た
。
こ
の
金
額
は
、
同
じ
時
期
の
年
平
均
め
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
総
額
の
一
九
%
に
あ
た
っ
た
。

れ

ら
の
植
民
地
生
産
物
の
う
ち
、
西
イ
ン
ド
植
民
地
の
グ
ル
ー
プ
の
生
産
物
で
あ
る
砂
糖
・
糖
蜜
の
輸
入
額
は
六
三
万
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
大

陸
南
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
生
産
物
で
あ
る
煙
草
の
輸
入
額
は
二
四
万
九
0
0
0
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
そ
の
合
計
額
八
七
万
九
O
O
O
ポ
ン

ド
は
、
同
じ
時
期
に
お
け
る
年
平
均
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
総
額
中
の
一
五
%
に
あ
た
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
か
ら
の
輸
入
額

の
八
O
M
m
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
砂
糖
、
煙
草
は
、

出
貿
易
を
構
成
す
る
世
界
商
品
の
三
分
の
一
を
形
成
し
情

イ
ギ
リ
ス
仲
継
貿
易
資
本
に
よ
っ
て
お
こ
た
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
再
翰

け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
ノ
カ
植
民
地
と
の
貿
易
関
係
の
真
実
の
状
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
構
造
を
こ
と
に
す
る
各
植
民
地
グ
ル

l

プ
別
に
そ
の
貿
易
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

一
六
九
八
年

1
一
六
九
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地

貿
易
の
輸
出
入
総
額
は
、

一
六
六
万
六
九
三
六
ポ

γ
ド
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
う
ち
、
九
九
万
七
九
七
九
万
ポ
ン
ド
す
な
わ
ち
全
体



の
六

O
M
mが
西
イ
ン
ド
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と
の
貿
易
で

b
り
、
四
二
万
六
九
五

O
万
ポ
ン
ド
す
な
わ
ち
全
体
の
三
六
%
が
大
陸
南
部
植
民

地
グ
ル
ー
プ
と
の
貿
易
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
型
植
民
地
と
い
わ
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と

こ
れ
に
反
し
て
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と
の
貿
易
は

(

川

崎

)

わ
ず
か
二
三
万
五
一
三
八
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
体
の
一
四
%
に
あ
た
る
に
す
ぎ
な
い
。

の
貿
易
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
の
八
六
%
を
し
め
る
。

エ
マ
リ
l
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、

一七

0
0

年
に
お
け
る
大
陸
植
民
地
人
口
一
人
当
り
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
額
を
、
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、

ヴ
ア

l
ジ
ニ
ア
お

一
九
一
四
年
の
ド
ル
に
換
算
し
て
、

陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
人
口
一
人
当
り
の
そ
れ
は
、
わ
ず
か
に
三
四
ド
ル
に
す
ぎ

L
J
V

よ
び
メ
リ
l
ラ
ソ
ド
の
人
口
一
人
当
り
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
額
は
、

一
五

0
ド
ル
で
あ
る
が
、
大

一
六
六

O
年
の
航
海
条
例
(
ロ
わ
V
8
・国
u
n
-
-
∞
)
に
ふ
く
ま
れ
た
列
挙
生
産
物
規
定
お
よ
び
一
六
六
一
二
年
の
い
わ
ゆ
る
一
市
場
(
ス
テ

イ
プ
ル
)
条
例
」
(
H

印
わ
E
P
?
の・

3
は
、
植
民
地
経
済
を
、
市
場
の
側
面
に
お
い
て
も
供
給
地
の
側
面
に
お
い
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
に
専

一
的
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
支
配
的
な
生
産
関
係
の
差
異
と
そ
れ
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
経
済
構
造
の
差
異
に
お
う
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
た
い
す
る
経
済
的
従
属
の
程
度
に

は
差
異
が
生
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
経
済
的
従
属
の
程
度
に
お
け
る
差
異
は
、

い
ま
み
た
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
各
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と

の
貿
易
関
係
の
差
異
と
な
っ
て
そ
の
具
体
的
表
現
を
う
け
と
る
の
で
あ
る
。

大
土
地
所
有
の
基
礎
上
に
奴
隷
制
的
生
産
関
係
が
発
属
し
た
西
イ
ン
ド
お
よ
び
大
陸
南
部
の
各
植
民
地
グ
ル
ー
プ
で
は
、
奴
隷
制
プ
ラ

ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
最
主
要
な
生
産
物
は
砂
糖
お
よ
び
煙
草
で
あ
り
、
そ
の
他
産
業
資
本
に
必
要
な
若
干
の
主
要
材
料
、
補
助
材
料
を
生
産

し
た
。
最
主
要
生
産
物
の
砂
糖
お
よ
び
煙
草
は
、
植
民
地
内
部
で
の
市
場
の
購
買
力
を
日
あ
て
に
し
な
い
で
、
世
界
市
場
で
の
購
買
力
を

目
あ
て
と
す
る
世
界
商
品
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
仲
継
貿
易
資
本
の
再
輸
出
貿
易
に
と
っ
て
不
可
欠
の
J
商
品
で
あ
ろ
。
奴
隷
制
的
生
産
関
係

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
ハ
上
)

一
五
九



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一六

O

の
も
と
で
は
、
直
接
の
生
産
者
で
あ
る
奴
隷
は
貨
幣
収
入
止
を
も
た
な
い
た
め
、
そ
れ
自
身
の
内
部
か
ら
の
一
市
場
は
形
成
さ
れ
え
な
い
。
そ

れ
に
も
か
が
わ
ら
、
ず
、
そ
の
主
要
な
生
産
物
、
砂
糖
お
よ
び
煙
草
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
の
は
、

そ
わ
が
世
界
市
場
で
実
現
さ
れ
る
世
界

商
品
だ
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
い
て
は
貴
金
層
資
源
は
存
在
せ
ず
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
は
、

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
た
す
る
貴
金
属
の

翰
出
を
原
則
的
に
は
禁
止
し
て
い
た
。
こ
の
よ
ろ
な
条
件
の
も
と
で
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
の
維
持
に
必
要
な
生
活
手
段
お
よ
び

生
産
手
段
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た
か
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
貿
易
資
本
に
よ
っ
て
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
も
た
ら
さ
れ
た

生
活
手
段
お
よ
び
生
産
手
段
と
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
主
要
生
産
物
で
あ
る
砂
糖
お
よ
び
煙
草
と
が
直
接
に
交
換
き
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
可
能
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
植
民
地
生
産
物
で
あ
る
砂
糖
γ

お
よ
び
煙
草
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
た
い
す
る
購
買
手
段
お
よ

び
支
払
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ソ
テ

i
シ
ョ
ン
に
お
け
る
生
活
手
段
お
よ
び
生
産
手
段
の
獲
得
が
可
能
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
主
要
生
産
物
で
あ
る
砂
糖
お
よ
び
煙
車
が
世
界
商
品
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
仲
継
貿
易
資
本
に
よ
る
再
輸
出
貿
易
に
不
可
欠
空
商
品
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
生
産
物
を
、

植
民
地
内
部
に
お
け
る
そ
れ
の
市
場
の
欠
如
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
と
同
時
に
、
金
属
貨
幣
の
欠
如
と
い
う
条

件
の
も
と
に
お
い
て
、
自
己
の
維
持
に
必
要
な
生
活
手
段
お
よ
び
生
産
手
段
の
獲
得
が
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
西
イ

γ
ド

お
よ
び
犬
陸
南
部
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
た
い
ず
る
専
一
的
な
経
済
的
従
扇
を
強
制
さ
れ
、

か
っ
こ
の
強
制
の
諸
条
件
の

も
と
で
の
み
、
自
己
の
経
済
の
再
生
産
が
保
寵
ぎ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

一
八
世
紀
三

0
年
代
か
ら
西
イ
ン
ド
産
砂
糖
は
、
再
輸

出
商
品
と
し
て
の
そ
の
地
位
を
急
速
に
失
う
が
、
他
面
、

イ
ギ
リ
ス
の
園
内
市
場
に
お
け
る
需
要
が
急
速
に
増
大
し
た
た
め
、
そ
れ
の
実

現
と
そ
れ
の
支
払
手
段
と
し
て
の
機
能
は
依
然
と

L
て
継
続
さ
れ
た
。
ま
た
綿
花
、
染
材
木
な
ど
の
本
国
の
産
業
資
本
に
必
要
な
主
要
材



料
、
補
助
材
料
と
し
て
需
要
の
あ
る
こ
の
植
民
地
生
産
物
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
の
べ
た
こ
と
に
劣
ら
ず
重
要
な
こ
と
は
、
植
民
地
に
と
っ
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
た
い
す
る
専
一
的
な
経
済
的
従
罵
の

諸
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
経
済
の
再
生
産
が
保
証
さ
れ
る
右
の
過
程
が
、
同
時
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
だ
ち
に
と
っ
て
は
、
椋

民
地
を
系
統
的
に
収
奪
す
る
過
程
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

重
商
主
義
の
も
と
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
貿
易
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
資
本
の
生
産
物
の
輸
出
と
外
国
お
よ
び
植
民
地
の
生
産
物

の
再
輸
出
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
時
代
に
お
い
て
は
、
産
業
資
本
は
ま

だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
己
の
独
自
の
力
を
も
っ
て
自
分
の
生
産
物
を
海
外
市
場
に
輸
出
し
、
そ
の
価
値
を
実
現
す
る
ほ
ど
の
独

自
的
地
位
を
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
国
際
商
業
の
領
域
に
お
い
て
は
前
期
的
商
業
資
本
が
優
勢
な
力
を
発
揮
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
は
、
産
業
資
本
の
生
産
物
の
海
外
へ
の
輸
出
と
そ
こ
で
の
市
場
に
お
け
る
価
値
の
実
現
は
前

期
的
商
業
資
本
に
よ
っ
て
、
媒
介
さ
れ
、
代
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
型
植
民
地
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
前
期
的
商
業
資
本
に
よ
っ
て
、
媒
介
、
代
行
さ
れ
る
産
業
資
本
の
生
産
物
の
価
値
の
実
現
は
、
貴
金
属
貨
幣
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
物
に
た
い
し
て
購
買
手
段
あ
る
い
は
支
払
手
段
と
し
て
機
能
す
る
植
民

地
生
産
物
、
砂
糖
お
よ
び
煙
草
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
産
業
資
本
が
需
要
す
る
主
要
材
料
、
補
助
材
料
を
な

す
植
民
地
生
産
物
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
期
的
商
業
資
本
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
産
業
資
本
の
生
産
物
の
植
民

地
へ
の
輸
出
と
そ
れ
の
価
値
の
実
現
過
程
が
、
前
期
的
商
業
資
本
が
み
ず
か
ら
の
再
輸
出
貿
易
に
必
要
な
植
民
地
生
産
物
を
確
保
し
、

ま

た
産
業
資
本
の
た
め
に
主
要
材
料
、
補
助
材
料
を
確
保
す
る
過
程
と
直
接
的
に
、
無
媒
介
的
に
む
す
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
二
つ
の
過
程
が
無
媒
介
的
に
結
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
植
民
地
の
市
場
と
し
て
の
側
面
と
供
給
地
と
し
て
の
側
面
が
不
可

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

一六



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

」ーノ、

分
離
に
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
た
ち
が
、
植
民
地
を
こ
の
二
つ
の
側
面
に
お
い
て
、
同
時
的

に
、
か
つ
統
一
的
に
収
奪
し
う
る
こ
と
を
、
意
味
し
た
。
西
イ
ン
ド
お
よ
び
大
陸
南
部
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
に

も
っ
と
も
適
合
し
た
植
民
地
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
人
物
を
さ
え
ふ
く
む
多
く
の
重
商
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
絶
讃

(
印
)

さ
れ
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
0

フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
、
右
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
ぞ
れ
の
市
場
と

L
て
の
側
面
に
お
い

て
も
、
供
給
地
と
し
て
の
側
面
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
よ
る
同
時
的
な
、
か
つ
統
一
的
な
収
奪
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
経

済
構
造
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ヨ

γ
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
な
経
済
講
造

を
も
っ
。

わ
た
く
し
が
、
以
上
の
叙
述
に
お
い
て
、
0

フ
ラ
ン
テ

1
シ
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
独
自
の
経
済
構
造
と
そ
れ
に
よ

っ
て
可
能
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
た
い
す
る
収
奪
方
法
に
つ
い
て
、

か
つ
て
別
の
機
会
に
そ
れ
を
明
ら
か

に
し
て
お
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
複
し
て
叙
述
し
た
理
由
は
、
大
陸
中
北
部
植
E
h
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
構
造
の
独
自
性
は
、
プ
ラ
ン

テ
i
ツ
空
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
の
比
絞
検
討
を
つ
う
じ
て
、

よ
り
明
確
に
把
握
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

か
っ
、
そ
う
す
る
こ

と
は
、
さ
き
に
提
起
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
の
よ
り
本
質
的
な
基
調
の
な
ん
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
を
提

供
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
支
配
的
な
生
産
関
係
は
、

一ュ

1
・
ヨ
ー
ク
植
民
地
の
ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
を
の
ぞ
け
ぽ
、
小

土
地
所
有
を
基
礎
と
す
る
自
営
農
民
の
小
商
品
的
生
産
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
れ
ら
は
、
小
土
地
所
有
の
基
礎
上
に
多
様
な
産
業
を

発
展
さ
せ
た
。

ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
相
民
地
で
は
、

タ
ウ
ン
・

~γ

ッ
ブ
を
社
会
的
単
位
と
し
て
、
穀
物
生
産
お
よ
び
家
畜
飼
育
が
発

展
し
、
こ
の
植
民
地
の
北
部
で
は
長
官
な
森
林
資
源
に
も
と
守
つ
い
て
木
材
産
業
が
発
展
し
、

さ
ら
に
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
に
向
っ
て
北
上



す
る
東
部
沿
岸
で
は
漁
業
が
発
展
し
た
。

ニュ

l
・ョ

l
ク
お
よ
び
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
そ
の
他
の
大
陸
中
部
植
民
地
で
は
、
小
麦
、
小

麦
粉
、
畜
産
お
よ
び
酪
農
が
発
展
し
た
。
大
陸
中
北
部
拙
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
広
汎
な
窓
業
の
発
展
は
、
世
界
商
品
の

単
一
栽
培
を
主
た
る
産
業
と
す
る
0

フ
ラ
ン
テ

i
シ
ョ
ン
型
植
民
地
に
た
い
し
て
こ
の
植
民
地
を
き
わ
め
て
対
照
的
た
ら
し
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、

ま
ず
最
初
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
主
要
生
産
物
で
あ
る
小
麦
、
小

麦
粉
、
肉
類
お
よ
び
酪
農
製
品
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
品
業
お
よ
び
酪
農
業
の
生
産
物
と
直
接
に
競
合
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
、
本
国
の
長
業
が
不
作
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
は
、
原
則
と
し
工
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
農

産
物
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
へ
の
輸
入
を
禁
止
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
工
業
生
産
物
に

た
い
し
て
購
買
手
段
ま
た
は
支
払
手
段
と
し
て
機
能
し
う
る
生
産
物
を
、
自
己
の
柏
民
地
生
産
物
の
な
か
に
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
範

囲
内
に
お
い
て
し
か
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
江
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
数
(
子
的
に
検
討
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

る。
一
六
九
七
年

i
一
七

O
五
年
の
九
ヵ
伝
聞
の
年
平
均
お
よ
び
一
七

O
六
年
l
一
七
一
五
年
4

の一

0
ヵ
年
間
の
年
平
均
の
二
つ
の
時
期
に

お
け
る
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
輸
出
入
貿
易
は
つ
ぎ
の
第
一
一
一
表
の
し
め
一
す
よ
う
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
一
二
万

O
C四
七

(
臼
)

ポ
ン
ド
の
毛
織
物
製
品
、
金
高
製
品
お
よ
び
そ
の
他
の
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
物
と
イ
ギ
リ
ス
経
由
に
よ
る
外
国
生
産
物
を
購
入
し
、
こ

こ
の
表
、
が
し
め
す
よ
う
に
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
前
の
時
期
の
年
平
均
に
お
い
て
、

れ
に
対
し
て
四
万
六
四
五
五
ポ
ン
ド
の
見
返
物
資
を
支
払
手
段
あ
る
い
は
購
買
手
段
と
し
て
イ
ギ
リ
ス

ι提
供
し
て
い
る
。
後
の
時
期
の

年
平
均
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
一
六
万
六
三
二
六
ポ
ン
ド
の
生
産
物
を
購
入
し
、

五
万
四
七
八
九
ポ
ン
ド
の
見
返
物
資
を
イ
ギ
リ

ス
に
提
供
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
前
の
時
期
の
年
平
均
に
お
い
て
は
七
万
一
二
五
九
二
ポ
ン
ド
の
、
後
の
時

一
八
社
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
)

ノ¥
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第
三
表

植
民
地
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
植
民
地
の
植
民
地
の

輸
出
額
輸

入
額
輸
入
超
過
額

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

エ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク

ペ
ン
シ
ノ
レ
ヴ
ェ
ニ
ア

計
ム円

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク

ペ
ン
シ
ノ
レ
ヴ
ェ
ニ
ア

合
計

1
 1く国

1697年
~
1
7
0
5
年
の

9
ヵ
年
間
の
年
平
均

31
，391 

11
，684 

3
，380 

4
6
，455 

4
9
，624 

16
，285 

7
，683 

7
3
，592 

81
，015 

2
7
，969 

11
，063 

120
，0
4
7
 

1706
年
~
1
7
1
5
年
の

10
ヵ
年
聞
の
平
均

39
，042 

13
，865 

1
，882 

54
，789 

80
，
170 

20
，887 

10
，480 

111
，537 

(
単
位
ポ
ン
ド
〕

119，212 

34
，
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，362 

166
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わ
ず
か
に
、
毛
皮
、
船
舶
用
木
材
、
船
舶
必
要
品
、
鯨
油
、
鯨
骨
、
鯨
蟻
燭
の
ほ
か
に
、
若
干
の
亜
布
仁
、
鉄
な
ど
が
そ
の
た
め
に
利
用

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
植
民
地
生
産
物
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
に
お
い
て
見
返
物
資
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
か
を
、

右
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
、
数
量
的
に
明
示
す
る
資
料
は
な
い
が
、
個
々
の
年
に
つ
い
て
の
ネ
ツ
テ
ル
ズ
の
研
究
を
引
用
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
見
返
物
資
総
額
の
約
五

O
Mで
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
サ
チ
ュ
セ
ツ
ツ
植
民
地
の
知
事
、
ジ
ョ
ウ
ジ
フ
・
ダ
ッ
ド
リ
の
評
価
に
し
た
が
え
ば
、

一
七

O
九
年
に
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

植
民
地
か
ら
見
返
物
資
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
こ
の
植
民
地
生
産
物
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

タ
ー
ル
お
よ
び
ガ
ム
五
、
。

0
0ポ
ン
ド
、
鯨
油
五
、

0
0
0ポ
シ
ド
、
毛
皮
一
、

0
0
0ポ
ン
ド
で
、
計
一
万
一

0
0
0ポ
ン
ド
。
こ
の
ほ
か
に
上
記
に
ふ
く
ま
れ

て
い
な
い
約
五

O
O
Oポ
γ
ド
の
ニ
ュ

I
・
ハ
ン
プ
シ
ャ

1
の
木
材
が
追
加
さ
れ
る
。

(
た
だ
し
、

船
舶
心
要
品
の
な
か
に
は
カ
ロ
ラ
イ

ナ
産
の
再
輸
出
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
の
金
額
は
明
確
で
な
い
か
ら
、
仮
り
に
そ
の
全
部
が
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
生
産
物

と
仮
定
す
る
。
)
し
た
が
っ
て
合
計
は
一
万
六

0
0
0ポ
ン
ド
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

閉
じ
年
に
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
か
ら

イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
見
返
物
資
総
額
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
税
関
記
録
に
し
た
が
え
ば
、
二
万
九
五
五
九
ポ
ン
ド
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、
前
者
の
後
者
に
た
い
す
る
比
率
は
五
三

Mmで
あ
る
。

ニュ

l
・ヨ

1
ク
植
民
地
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
結
果
が
え
ら
れ
る
。

一
七
二
一
年
と
一
七
二
二
年
に
お
い
て
、

ニュ

l
・ヨ

ー
ク
植
民
地
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
見
返
物
資
総
額
は
三
万
五
二
四
八
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
こ
の
植
民
地
生
産
物
は
一

万
八
六
五
六
ポ
ン
ド
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
見
返
物
資
総
額
の
な
か
で
植
民
地
生
産
物
の
占
め
る
比
率
は
、

の
イ
ギ
リ
ス
貿
易
に
お
い
て
も
、
五
三
%
で
あ
る
。

ニュ

l

・ヨ

l
グ
植
民
地

以
上
、
見
返
物
資
の
内
容
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
〉

一
六
五



八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上
〉

一
六
ム
ハ

入
品
に
た
い
し
て
、
そ
の
全
額
を
見
返
物
資
で
支
払
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
一
定
部
分
だ
け
を
支
払
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
支

払
わ
れ
た
見
返
物
資
総
額
の
約
二
分
の
一
だ
け
が

」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
生
産
物
に
す
ぎ
な
い
。

五
万
七。
五
0 
ポ
ン

ド
で
あ(ニ
り~斗

れイ
Iこン
Tこク、
し、ラ

しン
てド
支植
払民
わ地

に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
七

O
六
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
額
は
、

れ
た
見
返
資
資
総
額
立
、
前
記
の
よ
う
に
二
万
九
五
五
九
ポ
ン
ド
で
あ
る
か
ら
、
見
返
物
資
で
支
払
わ
れ
た
部
分
は
、
輸
入
額
の
約
二
分

の
一
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
の
見
返
物
資
総
額
の
う
ち
、
自
己
の
植
民
地
生
産
物
は
五
三
%
に
す
ぎ
ず
、

の
こ
り
の
四
七
%
が

こ
の
植
民
地
以
外
の
生
産
物
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
己
の
植
民
地
生
産
物
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
た
い
す
る
支
払
手
段
あ
る

い
は
購
買
手
段
と
し
て
機
能
し
え
た
範
囲
は
、
輸
入
額
の
四
分
。
一
に
す
ぎ
ず
、
輸
入
額
の
他
の
四
分
の
一
は
、

こ
の
植
民
地
以
外
の
地

域
か
ら
入
手
し
た
生
産
物
を
見
返
物
資
と
し
て
充
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
。

こ
の
見
返
物
資
と
し
て
充
当
す
る
た
め
に
他
の

地
域
か
ら
入
手
き
れ
た
生
産
物
は
、
}
」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
「
追
加
的
」
吏
払
手
段
の
一
つ
の
項
を
な
寸
。

(
二
)
輸
入
超
過
の
決
済
方
法
に
勺
い
て
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
た
い
し
て
、
(
一
)
で
の
べ
た
見
返
物
資
を
支
払
っ
た
あ
と
に

の
こ
る
残
高
が
、
統
計
表
に
お
け
る
輸
入
額
と
輸
出
額
の
差
額
で
あ
る
輸
入
超
過
額
で
あ
る
。
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
輸
入
超

過
額
に
た
い
し
て
は
、
貴
金
属
、
鋳
貨
、
為
替
手
形
お
よ
び
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
商
業
資
本
が
イ
ギ
リ
ス
と
植
民
地
と
の
貿
易
・
海

運
に
お
い
て
取
得
し
た
運
賃
、
保
険
料
で
支
払
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
貴
金
属
、
鋳
貨
、
為
替
手
形
は
、
平
和
の
条
件
の
も
と
で
は
、
こ
の

植
民
地
グ
ル
ー
プ
以
外
の
地
域
か
ら
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
輸
入
超
過
額
を
支
払
う
た
め
の
こ
れ
ら
の
支
払
手
段
は
、

」
の
植

民
地
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
「
追
加
的
」
支
払
手
段
の
も
う
一
つ
の
項
目
を
な
す
。

さ
て
、
大
陸
中
北
部
植
民
グ
ル
ー
プ
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
工
業
生
産
物
は
、

こ
の
植
民
地
の
経
済
的
存
続
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

こ
れ
ら
の
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
の
輸
入
額
の
約
四
分
の
一
一
一



を
支
払
う
右
の
二
つ
の
項
目
の
支
払
手
段
を
、

」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
他
の
地
域
か
ら
獲
得
し
う
る
か
、

し
え
な
い
か
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
の
再
生
産
に
と
っ
て
致
命
的
な
重
要
性
を
も
っ
問
題
で
あ
る
。

で
は
、
ぞ
れ
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て

獲
得
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
海
港
に
発
生
し
た
商
業
資
本
の
対
外
貿
易
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
商
業
資
本
は

」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
一
一
つ
の
社
会
的
機
能
を
果
し

た
。
そ
の
機
能
の
ひ
と
つ
は
、

こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
自
営
農
民
お
よ
び
そ
の
他
の
生
産
者
が
生
産
し
た
魚
類
、
木
材
、
板
、
小
麦
、

小
麦
粉
、
家
畜
、
肉
製
品
な
ど
の
剰
余
生
産
物
の
植
民
地
外
部
の
市
場
を
発
見
し
、
そ
れ
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
機
能

l主

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
口
聞
に
た
い
す
る
支
払
手
段
と
し
て
は
機
能
し
え
な
い
こ
れ
ら
の
植
民
地
生
産
物
を
、

植
民
地
外
部
の
市
場

で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
た
い
す
る
一
追
加
的
」
支
払
手
段
と
し
て
機
能
し
う
る
生
産
物
お
よ
び
貴
金
属
、
鋳
貨
、
為
替
手
形
に

転
形
ず
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
し
も
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
商
業
資
本
の
活
動
が
制
限
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
禁
止
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
明
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
は
「
追
加
的
」
支
払
手
段
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
か
ら
、
自
己
の
経
済
的
存
続
に
必
要
な
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ

に
代
っ
て
、

」
れ
ら
の
も
の
を
み
ず
か
ら
生
産
し
、

こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
的
自
立
化
を
は
か
ら
'
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
力、

も
、
奴
隷
制
的
生
産
関
係
が
支
配
的
な
。
フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
で
は
不
可
能
な
い
し
は
困
難
な
こ
の
植
民
地
経
済
の
工

業
的
自
立
化
は
、
小
土
地
保
有
に
も
と
づ
く
自
営
農
民
に
よ
る
小
商
品
的
生
産
関
係
が
支
配
的
で
あ
る
こ
の
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル

l

プ
で
は
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
の
再
生
産
の
一
条
件
は
、

つ
ぎ
の
二
点
に
あ
る
。
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(
一
〉
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
剰
余
生
産
物
を
、

こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
的
存
続
に
不
可
依
な
輸
入
さ
れ
た
生
産
手
段
お
よ

び
生
活
手
段
を
支
払
う
の
に
必
要
な
「
追
加
的
」
支
払
手
段
に
転
形
す
る
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
商
業
資
本
の
存
在
と
そ
の
機
能
。

。
一
〉
右
の
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
守
、

」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
み
ず
か
ら
生
産
し
、

植
民
地
の
経
済
的
自
立
化
を
樹
立
す
る

」ル」。け
れ
ど
も
、

こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
再
生
産
の
条
件
を
な
す
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
ら
は
、
イ
ギ
り
ス
重
商
主
義
の
根
本
的
利
益
を
お

び
や
か
す
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
構
造
の
、
プ
ラ

γ
チ

l

y
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ

の
そ
れ
に
対
照
的
な
独
自
性
が
、
あ
き
ら
か
と
な
る
。

プ
ラ
ソ
テ
l
シ
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
た
い
す
る
専
一
的
な
経
済
的
従
属
の
も
と
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
の
再
生
産
が
保
証
さ
れ
、
こ
の
再
生
産
が
保
証
さ
れ
る
過
程
が
同
時
に
、
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
イ
ギ
り

ス
の
植
民
地
収
奪
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
供
給
地
と
し
て
の
側
面
に
お
い
て
も
、
市
場
と
し
て
の
側
商
に
お
い
て
も
、
同
時
的
か
つ
統

一
的
に
収
奪
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
点
に
、
0

フ
ラ
ン
テ

1
ジ
ョ
ン
型
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
構
造

の
独
自
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
済
の
再
生
産
構
造
の
な
か
に
、
イ
ギ
リ
ス

本
国
に
た
い
す
る
対
立
的
要
素
を
ふ
く
み
、
み
ず
か
ら
の
経
済
的
自
ホ
化
を
確
立
す
る
要
素
を
ふ
く
む
。
そ
し
℃
こ
の
要
素
の
成
長
は
、

も
と
も
と
供
給
地
と
し
℃
の
側
面
に
お
い
て
の
植
民
地
収
奪
の
範
囲
、
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
を
、
市
場
と
し
て
の
側
面

に
お
い
て
収
奪
す
る
こ
と
も
や
が
て
あ
や
ぶ
ま
れ
る
結
果
を
も
だ
ら
し
、

つ
い
に
は
、

」
の
植
民
地
グ
ル
ー
プ
が
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の

旧
植
民
地
体
制
の
な
か
に
お
け
る
従
属
的
構
成
部
分
と
し
て
の
そ
の
地
位
か
ら
離
脱
す
る
か
も
知
れ
ぬ
危
険
性
を
も
た
ら
す
。
こ
の
点
に
、

大
陸
中
北
部
植
民
地
グ
ル
ー
プ
の
経
済
構
造
の
独
自
性
が
あ
る
。



い
う
ま
で
も
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
、

維
持
・
奨
励
し
た
植
民
地
は
、

大
陸
中
北
部
型
の
経
済
構
造
を
も
っ
植
民
地
で
は
な

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
を
も
っ
植
民
地
は
、
西
イ
ン
ド
と

大
陸
南
部
に
現
存
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
は
、
そ
の
旧
植
民
地
体
制
を
完
成
す
る
た
め
に
は
、
0

フ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ

く、
0

フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
シ
型
の
経
済
構
造
を
も
っ
植
民
地
で
あ
る
。

ン
型
の
経
済
構
造
を
、
そ
れ
が
す
で
に
現
存
し
て
い
る
西
イ
ン
ド
と
大
陸
南
部
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
大
陸
中
北
部
を
ふ
く
む
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
全
土
に
わ
た
っ
て
拡
大
、
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
こ
そ
、

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
の
本
質
的
な
基

調
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
従
属
的
構
成
部
分
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
植
民
地
を
、
全
体
的
規
模
に
お
い
て
、
そ
の
供
給
地
と
し
て
の
側

面
に
お
い
て
も
、
市
場
と
し
て
の
側
面
に
お
い
て
も
、
同
時
的
に
、
両
面
的
に
か
つ
系
統
的
に
収
奪
し
ろ
4

る
体
制
を
樹
立
し
上
げ
る
と

、1
3

，、

h
L
V
ι
4
e
 

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
が
そ
の
旧
植
民
地
体
制
の
完
成
に
お
い
て
み
ず
か
ら
に
課
し
た
要
請
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。

(
つ
づ
く
。
)

(
注
は
都
合
に
よ
っ
て
本
稿
八
下

V
の
末
尾
に
付
す
る
。
)
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